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1.人 間関係 を基盤 とす る教育

1。 バズ学習 とは

0 人間関係を基盤 とする教育

○ 集団討議の技術として、発展してきた「バズ法」あるいは「バズ集会法」と呼ばれる方法

を学習指導に適用したもの

O 一斉学習の効率を高めるための一方式である。

2.バズ学習の 基本 的 な考 え方 一一一一一 教育活動の基本的仮定

(1)学力を伸 ばす指導と人間関係を高める指導の統 合

教科指導 と生活指導 ――一一―― 同時達成

学級内の人間関係を高め、ひとりひとりの児童の学習を促進 する。

(2)個人の学習に関する原理 と集団相互作用 に関する原理を統合

学級における学習 |ま 、教 師 と児童、児童と児童の多様な相互作用を合む全体的な過程で あ

る。
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望ましい方向へ指導

◎ 学習を促進する強力な手段

認 める

調 整

努 力

集 団

要求 され る行動

学習に対する基礎的な知識や経験が得られ学習は効果的に

教師から児童相互ヘ

児童相互の効果的な交渉

児童相互から教師ヘ
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ガくて
==II倉冒里1:[:の学習の性質

a・ 学習の動機づけ

動機づけの基礎 ===社 会的欲求

0社会的承認の欲求

○地位に対するの欲求

○参力日の欲求

O成 就の欲求

0愛情の欲求

個人の欲求や態度



c・ 学 習に対する一般化

一般化の学習とは、知識や概念を断片的に学習するのでな く、それらを関係づける学習

バ ズ学習 ===課題系列による児童の共同的な課題解決学習

個人的学習や思考 …――一→  集 団的学 習

自己実現の場 ―一―一→  個人の高まり、創造力、才能資質の 自由な発揮

d・ 学習における練習

練習や ドリルは、指導の過程に常に正 しく位置づけられてい ること。

バ ズ学習では、一時限の指導の終結段階で必ず共同でする要約と確認の指導を行 ない、

必要に応 じて、援助 し合いなが ら共同の練習や ドリルの時間をもうける。

e。 同時 (付随)学習

認知的目標と態度的目標の同時達成

バズ学習では、二つの 目標 をかかげて指導することを強調

(3)学級集団 の成長 と個人の発達

よい個 人は、よい集団 によってのみつ くられ、よい集団は、よい個人によってのみつ くら

れる。

学級が学習のために望 ましい集団と して成長してい く過程は、その学級 に所属 している一

人ひとりの児童が調和的、統合的に発達 してい く過程の重要な一面である。

バズ学習では、学習時 に教師を含む学級全員の望 ましい相互作用を強力にお し進めること

によって、学級内に望 ましい集団 目標 や集団規準 を発展 させ、 また、学級全体の凝集性 を強

め士気を高めることができる。

3。 教科の指導

(1)教科の指導過程で達成しようとしているもの

O 学習活動への積極的な参加

密度の高い相五作用 ・欲求の達成

・学習に対する意欲

・学習効果を高める

O 理解の促進と拡大

・ 促進 =相互作用をすることによって、他人 (メ ンバー、班員)か ら援助 (意 見 。考

え)を得て、理解が容易に速 く達成できる。

O拡大=相互作用をすることによって、他人に援助を与えることによって、理解が他

に、学級全員にまでひろがる。
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※ 相互作用によって、理解が促進され、拡大されるもの

a.他人の意見や考えを聞 くことか ら

0い ろいろな考え方 や見方のあることがわかる。

。自分の考えや見方が正 しいかどうかわかる。

0自 分の考えや見方に誤 りや不十分な点のあることに気づ く。

・ ぼん や りしている点 が明確になる。

・ ヒン トが得られる。

b・ 自分の意見や考えを話すことから

0自 分の意見や考 えが 自分 自身には っき りする。

0自 分の意見や考えが まとまる。

0自 分の意見や考えが不十分な点 や誤 りの点に気づ く。

。あいまいな点がはっきりする。

O自 分の意見や考 えを評価 することがで きる。

c.他人か ら援助を受けることによって

0問題の要点 がわかる。

・ つ まずきの点や誤 りの点が容易にわかる。

・ 考え方の筋道がわかる。

・ い っそう効果的な考え方 や解 き方 がわかる。

0ド リルや練習が能率的にで きる。

d。 他人に援助 を与えることによって

・ 自分の考えや理解 がい っそう深 まる。

・ 自分の理解 がい っそ う確実 になる。

・ 自分の考えや理解の不十分 な点 に気づ く。

0新 しい問題点が発 見される。

。自分自身の ドリルや練習になる。

0 態度の変化

効果的な相互作用は、学習に対する態度、教師や仲間 に対する態度、協調性、積極性 、

自主注などの社会的態度 をよい方へ変化 させる。

12)授 業のすすめ方

a・ 学習指導 過程 学習、指導過程の分析表

教育活動の三要件○ 一単元の流れ (指導計画 )

… 3-
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教育の全体計画

3段階 4分節

03段階  。準備過程→中心過程 →確認過程

04分節   ・ 個人のノ思考 →
≦

ルー
願ぃ

バズ→発表 →教師のまとめ

課題の内容によって、順番が変わるし、あくまで原則的なものである。

指導案 lま 、全体計画がわか り、指導のね らいや児童の活動がわかる。

d。 課  題

課題のないところに授業は成立しないし、学習は存在 しない。

0 課題づくり   教材の精選 0構造化    基礎的、基本的事項の徹底

指導のねらい

学習のね らい

0学 習の手引き

0学 習の しおり

明確化

0 課題 とは

イ・ 目標 とするものの達成をめざすもの

口。子どもの思考を開発する手がかりとなるもの

ハ.学 習への動機づけの役目

二.不確かさ、あいまいさを努力すれば解決 可能な程度の困難さのあるもの

ホ.児童にす じみちの通った考え方ができるもの

へ.既有の知識・ 経験・技能がある程度活用で きるもの

よい課題は永遠の課題である。

ee話 し合い (バズ活動)

◎ 必然性のぁる話し合い

0 学習活動のどこで話 し合うと効果的であるか

O 何を話 し合 うのか、内容が明確になっているか
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◎  「わからない」ことを大事にする

「 わからない」ところが「 わかる」 一一→ 質 問 主体的行為

わかったら必ず教える 一一一一→  教えることは学ぶこと  体験

話し合い (教 え合い)の基本 …一→  個人思考

まず自分で考える ―一一一→  だまって  習慣化

◎ 発言の基本形式

・教 師が必然性 を感 じたものか ら指導

。指導の徹底 をはかる。

・ 固有な場面を一般化 して完成されたもの

◎ 話 し合いの進め方

○ 二人バズから 話 す人 、 聞 く人 の相 互作用

聞  く       1

・ 何を話 しているか、だいたいを聞きとろう………何が どうしたか

・ ものごとの順序 をたどりながら聞 こう……………は じめはどんな話か

。話の要点をまとめて聞こう……………………… 0。 いいたい ことは何か

。メモをしなが ら聞 こう

・ 話 している相手 の方 を向いて聞こう

話 す

・ 相手の方を見て話 そう……………返事を したか、だれに

。順序 よく話そ う……………………おちついて、は じめ、次、終 わ りは

・ 考えをまとめて話そ う……………話の中心は何か、メモを見なが ら

・ 相手や場所 を考えて話 そ う………気持 ちや表情をまじえて

○ 声の大 きさ

聞こえることはたいせつ、しかし、必要以上の声量 は じゃまになる。

しゃべらない ―  とな りの人だけ聞こえる ―_ 班の人た ち

―
組 の人みんな 一一~ 

教室の中で号令
―

外で 出す声

○ 話 し合いの深め方

必然性  問題意識  意欲的積極的態度

課 題

1.多 様な結論が予想 され、どれもが正 しいようで、 しかも相互 に矛盾 しているよう

にみえる。

2.結論に至 る過程が多岐 にわた り、それぞれに意味があ り判断に迷 う。

-5-



3.解決の過程で、児童相互の利害関係や価値観が対立する。

4。 評  価

教育のね らいは、児童生徒の「 自己教育」あるいは「 自己指導」を援助するプロセスでぁる

と考えられる。このことは、単に与えられた課題を機械的に解決するだけでなく、自ら課題を

設定 し、取 り組み、自ら達成度を評価 し、日標を修正するといった自律的な学習主体の形成が

求められているのである。

ところで、児童生徒の自己指導、自己教育を援助するには、 自ら自分の行動 (行為、態度、

感情)が評価できるようにならなければならない。つまり、目標達成行動における自己調整機

能 としての自己評価が重視されなければならない。そのためには、教育の場で児童生徒が自己

評価のできる場 を設定 し、位置づけることが必要である。  「学習と指導の心理学」より

(1)バズ学習の評価の観点

① 学習活動への積極的参加

② 理解の促進と拡大

③ 態度の発達

④ 学級集団の成長

(2)評価活動のねらい

① 学習の目標が明確になる。

② 学習内容について理解できたとことできないところがはっきりし、学習内容の定着が深

まり、学習が能率イヒする。

③ 目標への到達度を自己評価することにより、次への学習意欲をひきだすことができる。

④ グループ討議が活発になり、あわせて人間関係も高まる。

⑤ 学習前後の理解度を比較し、児童生徒の変容を知ることができる。

⑥ 学習に対する満足感をもつようになる。

⑦ 児童生徒がどのような力を身につけたかを半J断 し、反省した上で指導計画、方法の改善

に役立てることができる。

(5)一時間の授業の流れの中での評価 (晨「 時評価 》

準備過程

即時評価の方法……プ リ・ ポス トテス ト、ポィント表、課題表、小テス ト、 ドリル

ねらい ・ 学習前の学力 (知識、技能)を診断する。

・本時の学習目標 (学 習内容、見通し、ポイント)を把握させる。

0経験と直面する事実とのずれをとらえ、中心課題 との取り組みの意欲化をはか
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る。

中′さ過程

即時評価の方法……ポイ ントの整理、技能評価表、反応器、机間巡視、挙手

ね らい ・ 課題 に取り組むなかで、互いに意見を出 し合い、相互 活動を通 して、知識の理

解、技能の習得 を深める。

・ 課題が適切か どうかをみる。

確認過程

即時評価の方法…… 自己評価、 ポイ ン トの整理 、ポス トテス ト、進度記入表、 ドリル

ね らい ・ 学習 したことを友だちに話 したり、書いた りす ることによ り、正 しく認識 させ

てい く。

0学力 (知識・ 技能)の確認と定着をはかる。

。発展的、応用的課題 に気づかせ、次の意欲化をはかる。

O次時への学習の計画をうながづ。

に)相互活動によるフ ィー ドバ ック機能としての評価

5.学級集団の成長

(1)菫 ましい学級集団

① 学級全員の学習権の保障 (全員参加)が実現される。

② 信頼と連帯の人間関係が確立されている。

③ 協力 と援助の相互作用がおこなわれる。

リファレンスグループ   (塩 田芳久先生)

望ましい過程の行なわれる集団では、メ ンバーは相互に信頼と愛情で結ばれ、望ましい

集団目標と集団規準を発展 し、いわゆる強い凝集力 と高い志気を示し、好ましい雰囲気に

おおわれることになる。これが成長した集団の姿であり、集団が高 まったという、こうい

う集団

すべての児童にとって、魅力あるリァレンス 0グループとしての学級

リファレンズ・ グループとは、「ある集団に所属すると、すべてのものが必然的にその

集団 (グループ)を同一視 し、その集団の態度や価値からの影響を強 く受けているグ

ループ」をいう。

準拠集団         針 岡徳雄先生 )

指導する倶1と 指導される側 とが、人間関係において、準拠集団を構成しないかぎり、教

育も学習も成立 しない…………。
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準拠集団と1ま 、個人の態度や準拠枠は、その個人が同一化 している集団規範によって支

えられており、個人の態度の支えとなる集団をい う。その機 能 と して 、(1)規範的

機能 , その集団の基準に個人が同調しようとする集団への動機づけの面

{21 比較的機能 , その集団の基準にのっとって、自分や他人を評価 し、判断する知

覚的な面

{2)班の編成、完成参加

① なぜ班をつ くるのか、の意義を正 しく理解させること

班で勉強す ること

(1)発言 しやすい

日常の生活場面に拡大

。協力 して

・ 高め合 おう

・ 相互作用が盛んに
なる

・ 支持的風土

俗)支え合い、はげまし合うことによって班自体が成長

(η  班が成長すれば、自分自身にとっていろいろな面でよくなる

(8)一人の問題をみんなの問題として考える           ・ 相互理解

(9)嫌 いな人のよいところ、好きだった人の欠点を発見した り、

お互いの理解を深め合 う ・個性の発見

aO きびしさの中から、本当に高め合える友情が生 まれ る     ・価値基準

②  IJI編 成の方法  いつでも、どこでも、だれとでも

○ 偶然による方法…… くじびき、出席順、座席順

○ 指導者の指名による方法

0 ソシオメ トリゥクによる方法

0 リーダー (班長)の 立候補 または推せん制

○ 仕事中心による方法

班編成の方法には、一長一短があ り、必ずしもどれがよいとは言えない。それぞれの長

所・ 短所 を考え、場に応 じた方法で行 う6

③ 人  数    2週 間 → 2か月

4人～ 6人 (男女混合)を一応の 目安  学級の人数  発達段階

低学年 ヱムし。……偶数、 奇数では、一人の孤立児ができる。

④ 班の係り仕事・役割り  班内の係り仕事・役割り

・教科班…国語班・ 体育班・0。  ・ 生活班・・・美化班,掲示班

-8-

(2)誤 りがすぐなおせる

(3)簡単なことでも質問 しやすい

14)質問に答えることによって、有効な学習ができる

(5)み んなが、みんなを支え合う



一人一役、みんなに分担仕事をうけもつ。

高学年……司会、記録、発表、連絡、調査など

低学年……せわ係 り、きろく係、あつめ係 り、 くばり係 りなど

一定期間で交代する

⑤ 編成がえ

原則的には、 4月 、 6月 、 9月 、 11月 、 1月

学級の実態により、編成がえを行 う。  問題が起きた時、学級経営の節

⑥ 班  長

選び方  指名、立候補

指 導  具体的な活動を通 してこそ育成される。

(3)更持的風土

支持され、許容され るような雰囲気、成長した集団の雰囲気 (社会的風土)をつ くる基本

は、教師 自身のもっている対人態度である。

1.「なるほど」と受け入れてやる寛容さ   認める

2。 「なるほど」と応 じてやれるようなことを問う配慮

発間の程度  指名する子を決める  ほめる

3.教師の表情   目。国もと   ほほえみ

(4)集団規範の確立

集団規範は、その集団の中で、どう行動するかの見方や考え方の標準 または、規則である。

学習するためには、よい習慣、よい行動、よいねうち (価値)を学級の中に育て いゝかな

ければならない。学級内の雰囲気も、その学級にある規範によって望ましいものにも、防衛

的風土にもなる。子どもたちが、自主的 。多角的に学級集団の価値基準を高めていくために

は、いろいろな問題事態にぶつかり、本当に必要を感 じた時、真輿」に話し合い、反省し、決

`定
することによって倉Jり だされるものである。価値ある規範に対する意図は、教師が しっか

りと持 っていなければならない。

1に きびしく  2に 親切  3に 協力

「バズ学習から、きびしさをとり去 ったらバズ活動は成 り立たない」

自分に対するきびしさ ―  他人に対するきびしさ (思いやりの心)

{5}バズ学習における集団の高まり

学級場面に望 ましい相互作用を強力に指導することによって、学級内に望ましい集団

規準を発展せ じめ、ひとりひとりの学習に対する望ましい態度が育つのである。

-9-



児童相互の間に心理的な強い結びつき

↓

集団の凝集力が強 まる……………ともに行 動し、 ともに学習することに喜びと満足を見い出

す
↓

集団に対する忠誠心やプライ ドの感性が発展

集団の士気が高 まる………………集団 の活動が活発 に行 われ、その 目標 は効果的に達成され

|    
る。

協同的活動の強い力

↓        ′′′自由なコミュニケーションの場が確立
成長した集団の雰囲気ここ―一―__自 由 で民主的、協同的

学習に対する望ましい態度が育つ

―以 上 ―

(森 本 俊 和 )
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一

2。
″ひとりもとりのこさないで、

|ひ
とりひとりを

できるだけのばすための方法を求めて

1.学校教育の目標につもヽてのとらえ方 (学校教育が要請され る能力、学力観 )

教育目標の定義

能力)~~~~一 (学 校教育活動 )
標

・

目
力

の
学

育

い

教
し

校
ま

学
望

／
１
＼

(人格性 )

2.学校教育 目標

○ かけがえのないわたしたちです、
′
心をこめて学習しよう。

0 ′己ヽや体の悪いところを直し、気力や体力を養 っていこう。

0 いたらなさに気づき、感謝の心を育て いゝこう。

3。 ひとりひとりを生かすことについて

これ らの教育 目標が全ての児童に達成されなければならない のであるが、ひとりひとりを

生かすことについて今日、二点の歩みがみられる。

(1)ひ とりひとりが別々に学習する。(お ちこぼれをなくするために一方法論的 )

能力適正に応じて個人の学力 を量的にとらえ、学級内の子どもをそれぞれの違いでふるいわ

け、個人差に応 じて学習させようとする発想である。

① 学習の最適化 (完全な学習を目指 して)

子どもの学習環境や能力のような与えられた条件のもとで、操作可能な学習方法や時間

などの側面をいろいろ操作することによって最上の効果 (授業の理想モデルヘの量的接近 )

をあげようとするもの。

a。 教育工学 (教 育機器による個別指導の システム)

教育機器による一斉指導と個別指導の システム

b・ 学習のフローチャー ト化 (授業の システム化 )

c・ 問題点

学習者が自分で考え、自分でやってみることをはなれて、一定時間に、一定内容を、

T方的に注入 し、できない状態からできる状態にもっていくことができたとしても、そ

人
　
間

像

科 学 性 認知 目標 倉」 造 性 陶
治

全
領
域
で
の

ヽ

人 間 性 価値 目標 自 主 性

才

社 会 性 態度 目標 協 調 性



れがひとりひとり生かした教育とは考えられない。

(2)ひ とりひとりの個性に応 じた学習 (ひ とりひとりを伸ばすために一目的論的 )

学力差は認めるが、学習能力の高低だけでとらえないで認識や性格のちがいを考えた指導

法や教材を工夫する。子どもひとりひとりの認識は集団の中で培われてい くものであ り、わ

からない状態からさらにわからない状態にもってぃく学習によって、ひとりひとりの思考が

変容されるものでぁる。前者と比較すれば質的なとらえ方といえよう。

① 思考、創造性をのばす学習

② 集団化の研究

a・ 学習集団の規範を変革して学習を集団化する。

b.集団化のため集団技術をこまかく用意 し、子どもの活動を組織化して実質的に有効な

学習集団まで形成 していく。

c・ 両者の統合

集団技術 として整理されない実践は一般化されず名人芸となる。また、集団の価値的

形成の方向と結びつかない集団技術は本来の意味で集団形式にはならない。即 ち、競争

を否定 して協同的な学習をしなければならないことを認知 して、協同的な学習のしかた

を身につけることが重要であり、理念と方法の統合をはかることが必要である。

そこで本校では、

(5)ひ とりひとりの教育の進め方として

教育機器等による学習の個別化 と、思考、倉J造性 をのばす学習による個性化が集団化の中

で、ひとりひとりを生かす教育 として統合されるべきであろうと考えた。

4。 教育方 法 として従来、放送、教育機器 による教育 を とりあげ

設備の充実、指導技術の向上をめざしてとりくんできた。しかし、認知、態度の調和のため

には、次の点が反省点として上 うてきた。

(1)学 習指導の過程は、学習の仕方をも学ぶ、方法、目的が考えられなければならず、又、教

師⇔児童、児童⇔児童の相互作用の過程であり、その理念が生かされなければならない。

(2)教育機器は相互作用の道具として駆使 し、先生 (学習者)の機能の拡大、強化に役立たせ、

集団の中で変革できるよう機器を使うことが妥当である。

{5)教育機器使用の技術と科学的知識によって認知だけでなく態度 も治療 して (個 別化、集団

化)い く目標達成へのシステム化を考えることが大切でぁる。

(4)機器でできない面、即ち実証主義 (機器)には限界がある。

その点には学習法 (発見的、探究的手法)を とりいれていくことが大切でぁる。
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(5)子 どもが主体的に自己の個性を生かし、授業の進行を学習者も知 り、評価も学習者検証の

立場で学習が進むことが大切である。

5。 そ こで教育方 法、指導理 念 として

(1)実質、形式、陶治を目ざし、探究的学習方法の導入 をはかる。

(2)教育機器を効率的に活用し、目標達成への援助 とする。

(5)学 習と生活の一体化をはかるバズ学習を選底にすえ相互作用の中で人間形成をはかる。

(4)教材精選、重点化、構造化をはかり、課題を明確化することを考えた。

6.バズ学習全体計画

バズ学習を中核に 5。 で掲げた考え方を統合 して、次の実践計画を構成した。
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児 童 生 徒 会

授 業 (各教科、道徳 )

(分類行動)→ (創 始行 動)→ (持続行動)→ (確認行動 )

婢　ｏ　補（暉・師舞臓・るざとめ
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学

―――

会 の 課 習
目 題
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検

朝の作業

児童長放送

TV朝会
週目標、係から

~1多

夕 ,る う 多 を そ ζ う 多 る ,

あ
い
ざ

つ

・
連
絡

。
健
康
観
察

TV朝 会
反省、係から

放送教育 (機 器の利用 )

学 校 行 事

ク  ラ  ブ ト
~~耳

===理
学  級  会

終 り の 会  330



7.教育機器の活用

全体計画にのって、全領域で、認知、態度、価値の目標を錬成していく中で、個別に能力指

導をすることも大切である。

又、学習中に検証場面で主体的に活用するよう機器の総合的な活用をはかる。

8.お わ り に

バズ学習を中核に、探究的学習をそこにおり込みながら、学習指導を進め、そこに効率的に

機器の導入をはかってきた、それらの活動の中で、(1)ソ フ トの作成 , 総)ハ ー ドの改善

等の問題点も明らかになり、今後ますます、それらの充実、発展を期し、よりよい実践をはか

り、各現場での先達 となる役害Jを果 したいと考えている。

―以 上―

(永 井  守 )
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一

3.集団の中で、ひとりひとりの学習が

成立するための技術や方法を求めて

―
すべての子 どもが参加 し、生 き生 きと学習す るために

一

は じ め に

今教育の現場で最も大きな問題は″
おちこぼれをなくするためにはどうしたらよいか ″とい

うことである。授業の中で、すべての子が、いきいきと学習するためには、どんな指導方法を

とればよいのか。

いきいきとした学習、―子ども達が楽しいという学習は、きびしい受験体制の レールに乗っ

たのでは、生 まれて こない。

せ きたて教育、おいたて教育、 まけるな教育の中では、他人を敵と思い、友達を ラ イ バ ル

に常に対 立 と競争の中で、 自分だけがよか ったらよい、他人の不幸や悲 しみに大いに拍手 を

お くる人間を作 って しまう。

そこで私たちは、もう一度
″

人間 とは どうあるべきか ″を聞いただし、人間教育の真の姿を求

めて指導の根本 とした。

1。 私たちの求めている学習指導

(1)学習指導の原理

① 競争を教育方法の原理とせず、知 りたいこと、やりたいこと、認められたいと思う心が

いつでも、誰れにでも発動できるように条件をととのえて、学習させる方法を常に求めて

いる。

② 学習集団のなかでひとりもとり残さず、ひとりひとりをできるだけ伸ばす学習の場と方

法・技術をとり入れる。

③ 全員活動、全員役割の学習方法と技術を求めていく。

④ 自主性、創造性、協調性が養われる学習方法をとる。

以上のような基本的な考えに立 って、次のような具体的方法をとった。

(2)学習指導のための具体的方法

① 学習するものは何か、中心課題は何かを明確にする、そのために教材を構造化し、内容

を精選する。

② 教育機器の有効な利用と討議方法の工夫により学習の個性化、個別化をはかる。

③  「小集団学習 (バズ学習)」 をとり入れ、学習集団の規範と組織化をはかる。

④  「発見学習」等により思考力、創造力をのばす学習過程を工夫し、学習のパターンを学

… 15-



習させる。

い きもヽき とした授業を求めて

(授 業 の 成 立 )

教材の構造化 0内 容の精選

課題の明確化

バズ学習
―

教育機器の利用

発 見 学 習

(1)バズ学習をと り入れ て

今 までの一 斉指導が競争の原理に立 って、受験のために学業成績 をあげ、多 くのおちこぼ

れ をつ くり、学習に対 する
″

不安 ″と
″

あきらめ ″をもつような子どもをつ くっていた。

そこで、私達は児童ひとりひとりの学力 を高め、協力 しあって学 習をすすめてい くバ ズ学

習をとり入れて授業の改善をはかった。

その中心 目標は、

O 学習集団の価値 をつ くりあげ る。

集団 によって個人が高め られ るのであるから、学習集団の価値 を作 りあげることが大

切である。即 ち
″
協力するということが最も大切なんだ ″という目的をもった集団 、個

人の競争 よ り、みんなで助 け合い、みんなで力を合 わせ ることが、個人を大切に し、個

人を高めることになるとい う、集団の価値息準 をつ くってい く。

O 学習集団の役割を組織化す る。

ひとりひ とりの学習を成立させるためには、ひとりひと りが活動 し、ひとりひ とりが

役割をもつことが大切である。先生か ら児童への一方的な、一斉的な指導だけでな く、

先生 と児童、児童 と他の児童、との間にコミュニケーシ ョンがなければならない。

今 まで、先生が していた指導の要素 一特 に相互作用 を児童にかえ してやる。そして、

児童が主人公になって、主体性 をもって学習を進める。

先生が していた説明、追求、発間 、まとめなどを子ども達 自身でするよ うに返 してや

指
導
の
効
率

一全員　」

… 16-
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る。そのことによって、全員が役害Jを もって、いきいきと活動する。

すなわち、先生 と児童、児童と児童の相互作用が一層充実 したものにな る。

/    一

‐ ―  ~

こヽ` ヽ、、、

12)教材を構造化 し、内容を精選―中心課題の明確化―

何を課題にするかによってその目標の達成度がちがって くる。

目標達成のためにどう教材を配列 したらよいか、又課題の内容はどうするか。

このことは、教材の構造化、内容の精選によって、効果的な教材を取捨選択 し、関連づけ

が行われねばならない。学習内容を本質にせまるものにしていくことが教育機器の効果も一

層高めることにもなり、授業の内容も充実 したものになる。

(5)教育機器の効果的利用

① 機器利用の基本的立場

機器は先生 (学 習者)の道具である。機器が先生や指導者にはならない。人間が先生

(学 習者)で あって、機器は先生ではない。機器はあるから使うのではなく、学習 してい

る時今 までのチ ョークや黒板では、どうにも考えられない、伝えられない、主体的に動 く

ことができない是非必要なんだという時に使う。機器は先生 (学 習者)の機能を拡大して

くれるものである。その機能もすべてではない、ある 1部の機能である。特に
′
伝える ″

という相互作用の働きは最も拡大できる機能である。

② 機器利用とバズ学習

前述のように機器は、先生 (学 習者)の道具である。現在、よく使用されている教育機

器は、 OHP、 VTR、 TV、 スライ ド、映写機である。これらの機器は、情報提示 (伝

える)と いう働きが最も有効である。認知的目標達成のために使用することが最も有効で

あるが、態度的目標達成のための過程における行動、意志の伝達などの機能を拡大するた

めにも大いに役立つ。それは相互作用の道具として使用することである。

人間関係を深めることをね らったバズ学習においても、相手に考えや意志を伝える場合、

言葉だけでなく、映像と音声の両方を使うことによって一層相手に意志が伝 わり人間関係

もますますよくなっていく。協力、協調性 も強いものになっていく。機器は、冷たいもの

であるが、冷たい機械を使っても人間関係が冷た くはならない。

-17-
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要は、機器が先生 (学習者)の機能 (伝える)を拡大、強化 して くれるという特性をし

っかりつかみ、これを相互作用の道具としての利用の仕方を考えることが、機器の調和的

rll用 と考えます。

③ 学習指導過程と機器利用の場

OHP(オ ーバーヘ ッドプロジ ェクター)  VTR(ビ デオテープ レコーダー)

TV(テ レビ)   SI」 (ス ライ ド映写機 )  AN(ア ナライザー)

④ 実践例 一→ 別 紙

3.問題点と今後の課題

(1)機器を相互作用の過程の中でどこに位置づけるか。

(2)機器の特性と効果的利用

限界
(li[[ξ [含ヶ_ション

(5)機器の整備、充実

(4)色 々な障害によってとりこぼれている子ども達にどう機器を有効 に使っていくか。

学習指導過程 機 器 利 用 の 場 主な機器

学 習 課 題 構 成

み
　
　
　
　
　
　
　
価

く
　
　
　
　
　
　
　
評

り
　
　
　
　
　
　
睫

題
　
　
　
　
　
　
習

課
　
　
　
　
　
　
学

課題構成の ヒン ト

課題の提示

課題の確認

Ｐ
Ｒ

Ｈ

Ｔ
Ｖ
Ｌ

Ｎ

Ｏ

Ｖ

Ｔ
Ｓ

Ａ

○ 資料の提供    O フィー ドバ ック

O 方法の提示

O 情報の伝達 (個人、グループの話合い)

○ まとめ      ○ 補足、修正

OHP

VTR

TV

SL

学習の理解度

学習の参加度

学習の進度

AN
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実 践 愧   4年 理科   攣元名  温 度 と空気 や水 のご

目  標  あたためる湯の温度のちがいによってフラスコの中の空気は どう変

ひ とりひとりの考えを深め、みんなで正しい考えにしてい く。

展    開

時 間 学習過程 学  習  目  標 教 師 の 活 動

分

10分

15分

35分

40分

45分

導 入

課 題

_―P 想

計 画

実 験

考 察

発展課題

実験のめあてがいえる。

予想をたて る。

〇 実験の しくみが作れる。

O 実験の順序がいえる。

O 実験の役割をきめる。

ふえた空気の量を正しく測定

する。

あたためる温度と空気のかさ

の変化を表にする。

沢J定値から空気の性質の特徴

がいえる。

1.前時の学習から課題を確認させる。

あたためる湯の温度のちがいによ

って、 フラスコの中の空気 1ま どのよ

うにかわってい くだろうか。

実験方法を話し合わせる。

○ 準 備 物

O 順   序

0 役   書J   湯の入れ方

O 気をつけること 温度の測定

フラスコの まわりに湯を入れて空

気のかさを測定 させる。

O 湯の入れ方に気をつけさせる。

測定 した結果を発表させ る。

湯がふえてい く途中の試験管中の

空気に注 目させる。

実験か らわか ったことを発表盪圭る。

次時の問題 を知 らせる。



ふ くれ方

化 していくか定量的に調べる。

資 料 準 備

AN(確 認 )

OHP

T Pl

○ 本時学 習のめあてを きめる。

O 各人が問題をたしかめる。

予想をたて る。……………………Ⅲ…

・ 湯の温度 が高 くなると空気のか :

さもふえるc          i
e あまりわか らないc      :
・ 低い とぁまりふえない。

発表する。…………………………Ⅲ…

実験方法を確認する。……………Ⅲ…

・ 必要な器具の名前をいう。   |
・ 実験の順序 c

・ 役割をきめるc

器具 をととのえ装置をつ くる。

実験をは じめるc

測定 した ものを表に記入する。

・  自分の役割 を果す。

|   る c

・…Ⅲ…グループ

r........ )"lV-/

O 安全に実験を行う。

O それぞれの役割を果すよう気をつ

ける。

…個  人

○ す ぐ変化はあ らわれないので適当

にま旨′ス

○ まわ りの湯がひえた場合 はぁたた

めるよりはっき りしないので特に注

目させる。

岡1)
-19-

児 童 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

○まほうびん

○試験管

個人 → グループ

→ 全体

0 個人 → グループ

グループ → 全体

グループ

0 1人 が必ず役目をもつ。

0 協力がで きるように責任をもたせ

Oフ ラスコ  o水 そう(2)

○ゴム栓

〇温度計

O竹棒

Oに リレ管

T P2(実験方法 )

AN(参 加度 )

記録用紙

TP2シ ニ ト

(記録 を シー トに書 く)

AN(進 行度 )

T P3(ま とめ)

(グ ラフ)

○ 各 自でわか ったことをノー トにする

・ まわ りの湯がひえてい く時、試

験管の中の空気の量 に気をつける。

O まわ りの湯 をあつ くす ると空気の

かさはふえてぃ くc D● ……●グル ープ

・  まわ りの湯 がひえていくと空気

のかさはへる。

O 水について同 じ方法で調 べる。

本山



4。 教 育 機 器 の 活 用

本校が教育機器をとり入れ、その活用に重点をおいているのは、バズ教育の目標を実現 するた

めに日 授々業を反省し、今以上に児童が主体的に課題にとり組み 自由に倉J造力を発揮 して、全員

が学習に参加するよ うな授業に改善するためです。

さて教育機器の活用では、四つのねらいをもって実践を進めています。

第一は、授業の効率化です。効率化というのは、時間的・ 経済的に効率がよいというのは勿論、

学習者のひとりひとりが、目的達成に必要な課題を明確にし、自主的に学習を進めることです。

又、機器の機能を発揮させひとりひとりが課題を確認し、全員が協力 して解決に取組むことです。

第二は、学習者と教師、学習者どうしのコミュニケーションを一層密にすることです。一方的一

斉学習でなく、児童と児童どうしの相互作用を視聴覚的手法により明確に速 く行 うことによって

学習の質を深め、効率を高めます。

第二は、即時評価 を行い学習者ひとりひとりを診断 し、つまずきやあやまちに対 して、速 く適確

に援助や指示の手だてをすることです。学習は、全員が協力して積極的に取組まなければなりま

せん。ひとりの落ちこぼれ もな くするための診断と手だては是非必要です。

第四は、第二で述べたように機器によって相互関係を深めることは、より暖かい人間関係をつく

ることにな ります。ひとりひとりの児童の反応を知ることによって、指示をしたり、質問に答え

たり、ほめてやったりして個人に一層深 くかかわることができます。ここに児童 と教師との間に

太いホットパイプが生まれます。

以上のような目的達成のために機器を導入 し、活用しました。

次に教育媒体 としての機器をどう考えているか述 べてみたいと思います。

ここでは、次の二点を考えてい ます。

一点は、機器はあくまで も機器にすぎない。機器は道具である。ということです。人間先生が主

で機器は従です。機器は先生の補助です。機器をふりまわし使うのは先生や児童です。

二点めは、機器には、それぞれ特性があ ります。この特性を知 ってそれを生かした使い方をしな

いと効果はありません。

三点めは、機器には限界があるということです。機器は不完全なものです。機器の限界をよく知

って使わねばなりません。このように私達は機器をとらえ、学習目的や学習方法によって学習過

程のどこで、どのように使うか計画を立てて活用 しています。課題構成のための情報提示には0

HPや VTR、 情報提示装置が有効であり、課題の確認や学習の進行や評価、学習の参加度には、

アナライザーや判応板が使われ、解決の方法、記録の整理、まとめには OIP、 VTRを 使い ま

す。このように機器は、学習過程の色々な位置で、児童の理解に最も効果のある方法や機器を選
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んで活用するよう心がけています。

次に施設、設備についてふれてみたいと思います。先に述べました機器導入の目的の もとに特

別教室 (AV教室)二つと普通教室全部に機器を整備しました。特に二つのAV教室は、本校の

中核になっており、先に述べた目的達成のために特に設営したものです。

AV第一教室は、高学年用 としてアナライザー (五肢選択)、 情報提示装置、 VTR、 TV四 台、

OHP、 TUカ セ ットテープレコーダー、スライ ド映写機等を常設 し、机は四人グループ、回転

椅子、部屋は暗幕装置をほどこしています。

AV第二教室は、低学年用 として普通教室を改造 し、ポータブルアナライザー (三肢選択)と 情

報提示カメラ、 TV二台、カセ ットテープ、OHP、 スライ ド映写機等を常設 しています。机は

個人机を四つ組み合わせて四人グループにしています。

暗幕装置もほどこしています。普通教室では、各室にカラーテレビー台、OHPは 二学年に二台、

ハイサーは学年に一学級分を備え、他は自作の反応板や反応器を使ってい ます。校内の放送設備

としては、テ レビスタジオと調整室をもち、白黒二台のカメラで校内放送を行っています。この

ように機器充実を進める一方、これを誰れでも、いつでも自由に使うための技術講習や研究授業

の実践 も欠かさず行 っています。又、資料 (ソ フトウェア)の整備も平行 して行っています。

OHPに 使うTPは 、社算理の教科を中心に、教科、学年、単元毎にファイルにまとめて、いつ

でもす ぐに役立つように保管しています。VTRの テープは、NEKの 教育番組の理科、社会を

中心に録画しt50数 本に達 しています。又、カメラを持ち出して 自作のテープも作っています。

スライ ドは、社会、道徳の資料 として約 500枚 整理 され、これにも自作のスライ ドを作 り、一

層充実させています。これ らの資料を使いやす くするために、手引書を作 り、一単元に関係する

資料がすべてよくわかるように一覧表を作っています。このように資料の充実によって機器活用

も一層高まってきました。児童もひとりひとりが興味をもって積極的に学習に取 り組むようにな

ってきました。AV教室の学習について次のようにいっています。

「テレビやオーバーヘッドを使ってうつ して くれるので勉強がよくわか ります」一年生の男子、

「わたしがゎからなかったら(2)の ボタンを押すと先生がきてすぐ教えて くれるのでよくわか りま

す」 (一年生女子)、 「映画やアナライザすがあるから先生が教えて くれるみたいでよくわかる」

(一年男子)、 「先生がいい資料をもってこられ写 して くれるのでよくわかる。社会の時間 に

自動車生産高の資料 をもってこられ、テ レビにうつしたり、 トラペ ンアップで とられ、 O II Pで

うつされるので、数字がはっきりしてよくわかります。質問もしやす くな りました」 (5年男子)

「社会で私の考えを皆んなにつたえるのにカメラで写 しながら説明ができるので皆んなの意見が

聞きやすい。又、アナライザーで自分がわからないということも、はずがしがらずに先生につた

えることもできるし、そのことをす ぐ先生から教えてもらえます」 (五年女子)
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このように興味をもち、積極的に学習に取 り組む態度は、自己実現をめざす大きな力になりつ

つあります。このように昭和 48年から機器導入により、学習指導の改善に努力 してきましたが、

この進歩は、遅 く浅 くまだまだ多くの問題を残 しています。機器を黒板やチ ョークのように学習

の道具 として、 自由に効果のある使い手になるには、今後とも一層研究実践を積み重ねていかね

ばなりません。

要は、私達教師の「やる気」と授業改善を内容 とした組織的な研修だと思います。

教 育機器 の特性 と限界

備 考 ◎ は大いに有利   C F… コンセプ トフィルム

○は有利      EDP… 電子的データ処理

△は疑点あ り    K R… 授業におけるフィール ドバ ック

Xは 7琢J

―以 上 ―

(山 本  岡1)
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性特

種機

機 教授目標 コ ス ト 使用 形 態

診

断

評

価

反

応

統

制

反

応

換

起

再

Ｒ

情

報

情

報

提

示

知 機 能 態

識 能 力 度

準 費 運 保 反
備
の  用 存 複

労
力 用 費 性 性

使 個 集 実

i摺 冦用
さ 導 導 性

映 写 機 器

7 4 )v A

C

O  H  P

F

◎ X◎ ○ ×

◎ △ 〇 〇 X

OOO△ ×

◎ × △ ◎

◎ ○ ○ ○

◎ × ○ ×

× △ × △ △

〇 △ △ 〇 ◎

○ △ 〇 ◎ ◎

△ × ◎ ○

◎ ○ ○ ○

◎ X◎ ◎

放 送 機 器 T V ◎ × ◎ ○ × ○ × ○ ◎ ○ △ ◎ ○ × ◎ ○ ◎ ◎

反応測定機器 アナ ライザ T × X X× ◎ △ × ○ △ × OX◎ ○

訓 練 機 器
シュ ミレー タ

V  T  R

○ ◎ ◎ ○ ◎

◎ ◎ ◎ ○ ○

× ◎ ○ △

◎ ◎ ○ △

X× ◎ △ ◎

△ × △ ◎ ◎

○ ◎ × ◎

○ ◎ ○ ◎

情報処理機器

Ｐ

　

Ｉ

Ｄ

　

Ａ

Ｅ

　

Ｃ

× × × × ◎

○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ 〇 △

× × × ◎ △

× XXO△

× × ○ △

△ ◎ ○ △



5。 意欲的に課題に立ち向かう子の育成

教科指導の中で「意欲的に課題 に立ち向かう子の育成」を願う本校の主題にどのようにせまろ

うとしているかを申します。

教材の設定から解決までの下連の過程をバヌ学習と位置づけていま:九 このバズ学習過程とは図に示すよ

うに、まず、学習に入るまでに「学習の手引き」「学習のしおり」から学習課題の意識化をはか

ることです。

「学習の手引き」については先程述べられましたが、一口に言いますと教師の教材研究であっ

て、 1つの単元や題材で何を学ばせるか目標をはっきりとらえ、それに至るまでにい くつかの小

日標を基本要素とし、それを理解させるために、更に具体化 した課題 を設けて中心課題とし、指

導の方向を示したものです。

この「学習の手引き」をよりどころに、学習の第 1次 に児童と話 し合い、今から何 について学

習するかを明確化し、学習計画を立てて 1時間 1時 間の学習内容を身近 に、しかも意欲的に取 り

組めるようにしたのが「学習のしおり」なのです。即ち児童の学習計画と申せ ましょう。この

「学習の しおり」によって、学習に取 り組む学習課題がはっきりするわけですが、高学年になる

につれて、自から設定 した、発見した課題づ くりになるように方向づけようとしているのです。

つぎに、課題意識をもった児童は、図のような 3つの段階を経て本時の学習課題を解決してい

きます。

準備の段階では、学習課題をはっきり捉えたり、確認する段階であ り、中心の段階では課題を

解決するのに、予想を仮説に高め、それを検証 し、更に補足・ 修正 して論理的な方法で解決に導

く段階で、最後の確認段階では、結果のまとめとか定着をね らいとしたり、 また、次時の学習課

題・ 予習課題を与えたりする段階 なのです。

◆ バズ思考 について

この 1時間の学習過程で、広げるバズ・ 深めるバズを有効に用いて思考 を育てていかなけれ

ばなりません。広げるバズは個人の考えを出し合 って、できるだけ様々な考えを出させ、そう

することによって多方面に発展する力に転移 し、また新 しいものを生みだしていく力に変わる

思考をねらいとしています。■方、深めるバズは広げられた思考を分析 し、論理的に組み立て

てい く思考を意味しています。

この 2っの思考を学習の中で位置づけるとき、中心の段階で用いられることが最も多いので

すが、教科・教材によっていづれの段階で用いられてもよいと考えています。 しかし、いかな

る段階で用いられても、広げられ、深められるべき価値ある内容 を追求する場面でなくてはな
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らないのは言うまでもあ りません。そして、この思考を育てるバズ形態としては、「個人、 4

人グループ、全体」の 3つの形態を適宜組み合わせて行っています。

特設バズにつきましては、森本教諭が若千触れましたが、その中の復習バズで本時の学習の

復習・ 練習や、濃密的指導をし、その日の学習はその日のうちにわからせて帰 らせるようにし、

予習バズでは、明日の課題の確認をし、そしてその学習方法の話し合いをすることによって家

庭学習に結びつけようとしているのです。

以上述べました一連の組織化 した学習指導を実践していくことが、学習の効率化をはかり、

児童の意欲を高め、あたたかい人間関係を育てるもの と信 じます。

この基本的な立場 に立 って、各教科はそれぞれ研究テーマを設定し本校の主題にせまる、よ

りよい方向を求めようとしています。

く 図 l> く 図 2>

集 団 学 習

算数科  一 子 どもの主体化をはかる予習課題のあ り方一

算数科の指導内容は図で示すように、数と計算の A領域が全体の約 50%を しめています。そ

の残 りを量と測定 (B)、 図形 (C)、 数量関係 (D)と 4つの領域に分かれています。これら

の内容を大きく2つ に分けますと、 1つは数理的な知識・技能をねらいとするもの、もう 1つは

数理的な考察力開発のための内容になると思います。 ここでいう数理的考察 とは、「理解・ 推理
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予 習 課 題

知 識 ・ 技 能

数理 的考察力開発のため

の 内容

子どもの主体化をはか る予
課 題
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予習課題<例 >
4年 ひし形

「

~~~~~~~~~― ―一 ――――――――――――――
l

この長方形からできるだけ大きいひし形

を作 ろう。
L_________― ―――――――――――――――」

↓
結果

42/45 2/45

考察 1

2人作らた缶うのひ し形 をみて、ひし形でない

平行四辺形だという疑間の声 が出て来た。そ

こ で 缶⇒の形はひし形でないのだろうか という

学習課題が生 まれ、検証する方法として、前

時学習した定義・ 性質をつかうことを確認し、

本時の目標「ひし形の定義 0性質を確かなも

のにする」を意欲的に取 り組んだ。この予習

課題は、これを解決することによって必然的

に学習課題が生まれ、興味を持 って学習した

例であります。

1年 た しざん<1>

「
~~~~~~~~~一 ――――――一――――――

¬
|                               |
|ふえるお話を絵にかいて きましょう。 |
L一 ――――――――――

「

――~~~T~~~~~|

花 びんに 6つ花 が生
けてあ ります。
おかぁさんが 3本か
ってきて入れ ました。

プラモデルを3つも
っています。
おとうさんが 1つか
ってきて くれました。

考察 2

上図のような 自分の生活経験 を生か した話や

絵 ができた。

この予習課題は本時の学習課題を知 るのに有

効であるばか りでな く、この絵 を使って式に

かかせる時、友達の話 に興味・ 関心を示 し、

学習活動が考える学習性に向いてい ました。

この姿こそ、私達がめあてにしているもので

あると感じた もので した。

以上のような予習課題を学習に取 り入れ、算数学習を動的に しかも意欲的にしていこうとして

います。今は少なくても一単元に 1回 は予習課題を考えていますが、今後、学習の主体が家庭に

移らない配慮をしながら、数多くの予習課題を与えるよう努力 したいと考えています。

―以 上 ―

(小 暮 国 夫 )
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6.F読むこと」の指導における課題追求学習の展開

1。 国語科 における「読むこと」の指導 について

わたしたちは、「読むこと」の基本的な指導過程 として F準備一― 中心――確認」の 3段階

を とってい るがこれを普通一般 的に言 えば、「導入― 展開 ― 終末」ということになろ

うかと思われる。これは、あ くまで墨本的なものでぁり、教材の内容によっては多少変化する

ことがある。

国語科における「読むこと」の進め方 として、「―読総合法」とか「三読法」とかの理論が

唱えられているが、わたしたちは、「課題追求学習」という立場から基本的には三読法による

次のような学習過程を設定 している。

2.読むことの指導における「課題追求学習』の過程

(1)課題設定の読み 下~~読 みのかまえをつ くる読みとり

12)課題追求の読み 一一一 課題に立ち向かい、課題を追求 していく読みとり

(3)意味把握の読み 一一一文章全体の意味把握の読みとり

「課題設定の読み」の過め

課題追求学習を軸にして授業 を構成していく場合、その学習課題は内容的な価値追求にか

かわるものでなければならない。それだけに教師の最も苦労するところである。

子どもは、初めて文章に出合ったとき、素朴ではあるが新鮮な感想や疑間をもつ。そ して、

その感想や疑間は授業への期待 となる。感想や疑間を出し合いながら相互の話 し合いによっ

て課題を設定 していく過程はたとえたどたどしいものであっても大切にしなければいけない。

教師は、教材研究をじゅうぶん行い、主題や要旨を追求するにふ さわしい課題になるよう指

導しなければならない。たいていの場合、それは教師と児童の共同作になろうかと思われる。

なぜならば、子どもたちの読むことの力が不じゅうぶんな場合、価値ある課題を子どもたち

だけに期待することは無理だと考えられるからだ。また、一度設定された課題が、授業の進

行に伴 ってさらによりよい課題へ と修正されることがあってもよいと思われる。

・ 実践例 「わらぐつの中の神様」 (5年 )

課題設定のための指導 として 2時間を配当している。題目について話し合わせ、物語の内

容を予見した後、全文を自由に通読させる。音読によって正しい読みの指導をした後感想を

書かせる。ここまでが第 1時の取扱いである。 (こ こで子どもの感想をテープで聞 く。)教

師は、その感想を読み場面毎に内容を分類したりして第 2時 に臨む。
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想感次第 題課

おみつさんの作 ったわら ぐつには心がこもっていた。 (5)

大工さんは、心のやさしい いい人だ。 (2)

おみつ さんの作ったわ らぐつは、あ ったかか つた。 (1)

すきだったか ら買いに行 った。 (1)

およめさんに来てほしいというところが心 に残 った。 (1)

0わ かい大工さんが、おみ

つさんをおよめさんにした

い とまで思 うようになった

のは、なぜか。

ある女の子が、「おみつさんにプロポー ズしたところが印象的だ った。」と感想 を述べたこと

か ら「 それはなぜだろ うdと 話 し合いを進 めて いくうちに上のような課題を設定 した。この

場合大切なことは、たとえ 1人だけが もった感想であって も、それが、主題 にかかわる要素

をもっているものであれば とりあげる必要 があるとい うことである。

さて、以上のようにして 設定された学習課題を読み とってい くのが「課題追求の読み」に

なる。

く「課題追求の読み」の過程〉

「課題追求の読み」は、言いかえると、くひとり読み>をふまえた<協同読み>と いうこと

になろうと思う。

子どもたち相互の話 し合いにより課題を追求 していく学習も、個人の読みとりの力がつい

… 28-

趨 学 習 活 動 バズ形態

準

　

備

（導
　
入
）

前時 までの学習をふ り返 り、そのうえにたって本時の学習課題を

とらえる。

全 体

中

′とヽ

課題追求のための範囲を決める。

音読する。 (指名音読)

黙読 してひとり調べをする。 くひとり読み>

調べたことをグループで話し合う。

話し合いを全体にひろめる。 く協同読み>

展

開

全 体

個  人

グループ

確

認

（
終

末

）

課題の解決 を確認する。

本時学習範囲を朗読する。

次時の学習課題を知 る。

全 体



しょうd

くひとり読み >と く協同読み >に よって

主題に接近 していくわけであるが、こ

れを図指すると右のようになる。

3。 「 課題追求学習Jの問題点

ていなければ、集団としての力 も高められないのは当然である。そこでいかにして個 々に読

み とりの力をつけるかということが重要なポイントになってくる。教科書に線を引いた リノ

ー トに記述 した りしてひとり調べをするのであるが、その際に「学習のしおり」を活用する。

ところで、ひとり調べをしたものを全体にひろめるわけであるが、いきな り全体で話 し合

う場合 もあれば、グループで話 し合った後に全体に出す場合もある。グループで話 し合 う場

合たいせつなことは、話 し合う内容がその話 し合いによってひろめられ、深められ、まとめ

られ るべき条件をもったものでなければ意味がないということである。どの場面で、どうい

う問題について、どのような形態でバズをさせるかということが大 きな問題になってくるわ

けでぁる。

・ グループバズの実践 例 (テ ープ)

「野ばらがかれてしまい ました」ということで何を感 じますか。

「野ばら」という題がなぜつけられたのか。

「大きなかぶがぬけないとき、おじいさんは、なんといっておばぁさんをよんできたで

主題方向線

′′意味把握の読み

第 1次感想

課題追求学習によって子どもたちは主体的な読みとりの力を体得 していくわけであるが、

のような学習方法では、次のようなことに配慮 しなければならない。

ノ

課題は、主題に追 る価値ある課題かどうか。

解決可能な、しかもある程度の困難性をもった課題であるか。

子どもたちが意欲的に立ち向かって くる課題かどうか。

課題追求にあたって恣意的な読みにおちいっていないか。

課題が設定できる程度の読みの力がついているか。時間的、継

章の読みとり方が身についているか。

子どもたちの喜 々として学習にとり組む様子を見ていると、

ごろでぁるが、上記の問題点を今後の課題 として子どもたち自

よう努力を続けたいと思 っている。

(J

(2)

(3)

(4)

{5)

前途に明るさを感 じているこの

ら、読み とりの力をつけていく

二以 上―

(赤 垣 美 智 子 )
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7。 学 習 集 団 づ く り

◎ 本校の研究のねらιヽ
一 一 一 一 一 一

― 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
― ―

― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― ―

¬

「

~~~~~~~~~一
一 一 一 一 一 一 一

|                                                             |
1 1 自主的、意欲的に学習にとりくむ子 どもを育てるために、協同と連帯の人間関係に支  |
|

|  えられた学習集団 を育成する。
|

― ― ―― ― ―― 一―― 一一― ―― ―― ―」L_____― ― ― ― ― 一 二 ―― 一 _____一 ― ― 一 ― ―― ――― ―― ―

2 教材の精選、構造化を行ない、学習の内容を明確にして課題を構成 し、発見学習的手法

やバズ方式を指導法の中にとり入れ、学力を高める。

3 教育機器を活用 し、情報提示の多様化をはかるとともに、フィー ドバックの即時性を指

導に生かし、個別化、個性化をはかる。

望 ましい学習集団とは

学級内に信頼と連帯の人間関係がで き、望ましい集団目標と集団規範が確立 し、強い凝

集力と高い士気 (モ ラール)を示 し、好ましい雰囲気につつまれ学級全体が、協同と援助

の活動が行なわれるような集団であり、意図的・ 計画的に組織し、育成しなければならな

い 。

◎ 本校の取り組み

本校では、班編成にあたっては、日記、班ノー ト、ソシオメ トリックテス ト等から、児童の

人間関係の実態 をできるだけ正しくつかみ、よ り効果的に班員の力 を発揮できるような組織づ

くりに努め、お互いの考えがスムーズに通 じるようにコミュニケーシ ョンの方法や技能を高め

るために学校生活のあらゆる場面において訓練を重ねている。

特に個と集団の質を高める手だてとして "特設バズ "の時間を設け生活面、学習面において

個人やグループの態度的な点検を行なうと共 に学力の向上を図るべく学習内容の理解と定着や

学習課題についての相五理解を深めるよう配慮 している。

0 特設パズの内容
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◎ 低学年における学級づくり (一年生の実践例)

一
自己表現できる子をめざして 一一―

↓

自分の内にある力を話す、書 く等によって出せる。

0 更持的風土をめざした仲間づ くり

一年生ということから、遊びを通した仲間づくりを行なってい。った。

例えば、遊びの場や内容を指定 して必ず集団で遊んでいるようにし向けたり、誰とでも遊      ,
べるようにグループで遊びを考えさせた。その結果、殆んどの子が仲良 く楽 しく交われるよ

うになってきたが、ともすれば一人になりがちな児童については、活発な子に誘うようし向

けてい った。

○ 班編成につもヽて

最初は名簿順、身長順 と並んだままをグループにする形式的なものから、活発に発表 した

り、快発に振 まう子を中心にある程度意図的なグループを編成し、動物の名まえをつけるな

ど家族的な意識を持たせ、班員が伸良く助け合えるような雰囲気づくりと特設バズ等で班の

評価を行なっていった。

O 話せるために

誰 もが抵抗なく話せる話題を選び、お隣 りの子に、又グループの子に、学級全体の子に向

かって輪番制で話すようにし、朝のおはようバズ、給食時等できるだけ多 く時間をみつけ話      '

させた。

しかし、せ っか くうまく話 していても聞いていなかった り、話し終わっていないのに自分

勝手に話す子が居 るので、聞き方や話 し方の態度的な訓練 を重ねていった。又、自分からす

すんで話そうと努めたかどうかを "すすんで話そうがんば りの本 "と題した絵 にシールを貼

らて評価 したり意欲づけた りしている。

0 書けるために

書 くことを通 しても自分の考えが出せるように又、内向的でみんなの前に立つとうまく話

せない子への手だてとして 日記指導を行なうている。

最初はスケッチブックを利用 し、絵の一日説明をさせたり、日記を書 く時には「先生あのね

…」等話しかけるような書き方からはいっていった。 しかし、どうしても一対一の交流で し

かないようなのでなんとか友だちみんなの日記にしたいと考え、西洋紙の÷大の紙に絵日記

を書かせ、グループ毎にまとめて掲示できるようにし、公開日記にした。

又、帰 りのさようならバズの時には、グループが輪番で日記を読み相互に批評 したり質問 し

たりしている。その他、おたより交換 と題 し、手紙の交換によって書 くことに慣らせると共
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に仲間づ くりの一助としてい る。

◎ 提案した問題

○ 一年 生として考えを まとめるための書 くことをバズの 前にどのように盛 りこんでいったら

よいか。

O 本校では個 として、集団としての相互評価 や点検活動が行なわれて いるが、評価の価値基

準があい まいにな りやすか った り、点検項 目の多様化と時間的なゆ とりのなさをどのような

方 向で解決 していけばよいか。

―以 上 ―

(常 陰 友 子 )
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8。 子ども自身に気づかせ考えさせ、

主体的に問題を解決していく理科指導

1ま じ め に

理科学習は、自然の事物現象を対象にし、それらに対する働きかけを通して科学的な理解を

はかるとともに、科学的に正しく半」断したり、調べたりできる能力や態度を育て、自然を愛す

る豊かな心情を培うことである。つまり自然の事物現象に子ども自身が働きかけ、体の五感を

通して自然のすばらしさ、ふしぎさを感 じ、積極的に働きかけることである。自然認識は、こ

のような態度や心情を育てる学習の中で身につけていきます。

1。 理科学習のね らうもの ―一― 自然認識の変容

理科学習は、子ども達が生来 もっている自然への興味や疑間が、 自然への意欲的な探求心を

ゆさぶ り主体的活動となって自然をさぐり、規則性を見つけ出してい く過程で自然認識の基礎

的な科学の見方、考え方、扱い方を育て るとともに、科学的概念を身につけていくことである。

つ まり子ども達の自然認識を一層科学的なものに育成 してい くことである。このような自然認

識を育てるためには、

O 子ども達の自然認識の発達の一般的な傾向を理解すること。

0 ひとりひとりの子どもの 自然認識の実態を把握すること。

O 主体的な認識活動するような学習指導の場 (集団づ くり)と 指導方法 (バ ズ学習)(教 育

機器の活用)を立て実践すること。

O 子ども達が主体的に働きかけるような自然環境、施設の整備充実をはかること。

本校にお ける理科学習指 導

① 本校教育全体のしくみ

本校では、豊かな人間関係をつくること、たしかな学力をつける二つの目標を同時達成す

るためにバズ学習をとり入れました。更に地域の実態を考え、本校教育の大きな柱として、

1 学習集団づ くり、 2 教育機器の活用、 3 教材の精選.構造化の三柱を立てました。

(学 習の手引き。学習の しお り)
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② 理科学習指導の重点

自然認識を深め育てるために学習指導における重点は、1 課題づ くリーー 子ども達 自身

が課題意識をもって自然の事象や現象を探ること。 2 視聴覚機器の活用 ―― 子どもと子

ども、教師と学習者の相互作用を一層強化 し、主体的な活動を押 し進める。

l 課題づくりのとりくみ

2 視聴覚機器の活用

③ 理科学習のための自然環境の整備 。充実

校舎 内外の各施設

○ 学 習園 O 地学園 (岩 石と気象 )

○ 飼育 舎 (う さぎ,に わとり,あ ひる)

○ 栽培園 (学年園,理科栽培園)温室 、苗床

本校のおかれている地域 的特性 を考えて施設経営を行 ってい る。

3。 あ と が き

自然認識を育て深めるためには、 自然の事象や現象の中で子ども達に直接経験を多く得させ

なければならないが、やゝもすると理科学習が科学概念の修得が大部分を占めるようになり勝

ちである。評価 もその点 に重点が置かれ、知識の量で理科学習の評価がなされている。自然を

愛する豊かな心情は、単なる知識概念の獲得だけでは培われない。自然を調べる能力や態度、

科学的なものの見方 や考え方 を育てるためには、理科学習はどうなければならないか、もう一

度考 え直 してみたいと思います。

―以 上―

(山 本  岡1)
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9.学級集団づ くりをどのようにすすめるか

1。 1ま じ め に

子どもたちみんなが生 き生きと目をかがやかして授業に参加 し、校門を出る時には「楽しか

った、よか った」と満足した顔で帰っていく学校や学級であ りたいと願 っている。

それにもかかゎらず、最近では、学校ぎらいや登校拒否、無気力でやる気をなくした児童生

徒が多 くなり、非行にはじる傾向がある。この原因は種 々考えられるが学級における人間関係

がうまくいっていないことにあるといっても過言ではない。

学級内に望ましい人間関係を育てるためには、競争を原理とせず、教師と子ども、子どもと

子どもの心のふれ合いを大切にして、協力 しあい、お互がはげまし合 って学習や係活動に参加

できる学級集団を意図的、計画的に組織 しなければならない。

2.望ましもヽ学級集団をつ くるため に

(1)集団の目標を持つ

教師の願い

学校の目標
―

 (学級 目標)― 目的意識化されたもの

‖ 1子どもひとりひとりの肺ヽ |

(相互作用)を通 して絶えず高められるもの
(載

鷺 黙 2種 )       

一 一

集 団 活 動

||

(協力 と努力によって追求 される目標)

(2)集 団活動の組織化 協  力

(学習効果を高める。人間関係を高める)

(5)教科指導の充実

授業の中でこそ豊かな人間が育つ

に)教材の研究………………学習内容の精選、問題の明確化 (学習の手引き、学習の しおり)

(口)教育機器の活用…………授業の効率化、即時評価

い)バズの導入………………全員参加、コミュニケーションの方法を知る (態度を育てる)

日 特設時間 (7校時バズ)の設定……生活の点検と学習の援助



(4)教 師の学級経営の姿勢

教師の人間性を高める→学級づ くりへの意欲 →支持的風土 ときび しさ→指導の一貫性

3.研究 経 過 の概要

(1)学級の実態を明確に把握し、問題点を知 る

O前学年の反 省 ○新学級 に対する期待  ○新旧担任間の連絡  ○家庭訪間

○標準 学カテス ト ○ソシオメ トリック 0テ ス トによる集団構造

(2)学級目標の設定と組織づ くり

◎  目標 (め あて)づくり  ○自分の努力 目標  0班 (学習班、生活班)の 目標

○学級の 目標

◎ 班編成   ○男女混成、集団内異質、集団間等質、 4人 を原則

○役割分担 、係活動の決定 (学 習班、生活班、 リーダー)

0編成替えは 2カ 月毎 (4月 、 6月、 9月 、 11月 、 1月 )

○編成の方法一― 仲よし、教師 による、係中心、班長選 出、 自由………

(5)生活態度、模範の育成

バ ズノー ト、 日番 日誌、作文、 日常生活の中から悩みや問題点を知る。

A子について……「私ば っか り」の作文より

○本人……過保護、 自己中心的な考え方 、学力は中上 、身体 的欠陥はないが行動がに

ぶ い 。

0作文の内容 (事実)に 対する考慮、問題点は何か

O学級の取組み……今 までの反省、A子の願い に対する班や係の行動、 A子に対 する

願 い

O教師の手だて …Deo学 級づ くりの あまさ、 A子 に対 するかかわ り、家族 との連絡、班

の指導

(4)学 力 をつける

授業 一一一-7校 時バズ (復習 と予習課題に対する学習方法等 )

ぽ 欝「 簾 )プ
リンL問 麟

E:藁 III1111:醐

する

4。 ま と あ

学級づくりは、教師と子どもとの根比べだと言われる通 り、一つの問題が解決するとまた新

しい問題があらわれる。これが生の学級の姿である。悩みと期待を持ちながら教師は豊かな人
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間性を持った子どもと望ましい人間関係のある学級集団をつ くるために熱意と創造を持つとと

もに、教師集団が同 じ基盤に立 って一貫性 ある教育をすすめることが大切でぁる。

5。 提案す る問題

(1)学校生活の中に家庭環境や性格か らの問題行動が起 こるが、このような子どもの指導にど

のようにかかわったらよいか。

(2)形式的には組織づくりができたが、実践面で子どもの点検活動のあまさや価値基準のちが

いにより、集団が高まらないがどうすればよいか。

―以 上―

(森 本 俊 和 )
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10。 障害をのりこえ社会に適応できる人間の育成

<研究主題 とその要 旨>

本校障害児学級に在籍する児童は、何等かの障害あるいは障害らしきものを持っているとこ

ろに健常児 との違 いがあり、そこに教育的な特別な手だてが必要である。障害は個々人により、

その現われ方が違っており、その程度も症状も特性 も様 で々ある。この児童の持 っている障害

のほとんどは今日の進歩 した医学をもってしても治癒することが少なく、結局は、生涯その障

害 を背負って生きていかなければならないであろうと考えられる6ま た、障害をもったが故に、

社会からの偏見や蔑視の冷たい眼差 しを受けないとは言い切れない立場に立 っている児童であ

る。

これらの児童を立派な人間に育てぁげるためには教育に期待され るところが大きい。障害を

背負いながらも、それに負けることなく、個人の能力を最大限に伸ばし、自分で生活を切 り開

いてい く、心身ともにたくましい人間を育てなければならない。

<研究 内容 >

1。 障害児と共に学び、共にたかまる集団の育成をめざして

本校には、精薄学級 1、 言語障害学級 2、 難聴学級 3の計 6の障害児学級があ り、それぞれ

の障害児の実態に合わせた交流を行っている。交流を行うことによって、障害児は普通児の集

団へ参加 し、幅広いコミュニケーションの態度 や能力、そ して社会性を身につけ豊かな人間性

を養い、健常児には障害児とコミュニケーションする日 の々生活を通 して、彼等自身のコミュ

ニケーションの能力、また、障害児への協力体制を通して深い理解に根ざした人間愛を育てて

い くことをねらいとしている。

(1)交流学習の形態

精薄学級・難聴学級の児童は、図工 0体 育・音楽・ 家庭・学校行事を該当学年の固定の学

級にはいり、委員会・ クラプの各活動は、それぞれの児童の希望の活動を健常児と共に行 っ

ている。

言語障害学級 の児童は、市内の居住地の学校で各児の該当する学年の普通学級で授業を受

け、週に 1～ 2回 時間を決めて通級し言語学習をしている。

(2)交流学習の実践の中から

○ 健常児の態度

低学年では、連絡係や世話係になることを好み、何もかも世話 をやきたいとい う態度で

係活動をしている反面、学習時は同じ立場 の友達として対等に接 している。高学年になる
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につれて「 してぁげね ばならない」 (対精薄児)「出来 るくせに、 自分でやれ」 (対難聴

児 )と い う態度 も出て きているようであ る。

O 障害児の態度

交流学級の友達にさそって もらった、い っしょに出来た、負けずに出来た とい う喜 びに

あふれ、生 き生 きとして活動 してい る反面、「 わか らないんだ」「 出来 ないんだ」「して

くれるんだ」 とい う気持ちも所 々に現れ ることがあ る。

O 交流学級の担任 か ら

時 々しかやって来ない ので児童の実態がつかみにくい。同種 の障害で もその程度が様 々

であるので、具体的な計 画が立 ちに くい。児童によっては教科内容 に無理 な点 もあるので

考慮する必要がある。

15)問  題 点

O 難聴学級 :複 式授業解消の意味 もあるので児童の実態 に応 じた交流の形態がとり難 く、

交流学習の方向を考慮 してい るのが現状 である。

O 精薄学級 :児童の学年の幅 が広 く、交流の時間帯がば らば らで、学習の指導時間帯が継

続 して取 り難 く、児童の学習意欲の高 まりが不足 しがちである。

O 言語学級 :と くに校外通級の場合、通常の学級担任 との連携が不足するため、通常の生

活場面での実態 把握 や指導の配慮が十分 出来 にくい。

2。 意欲 的な学習態度をめ ざして (Y児) -3・ 4年難聴学級での取 り組み
一

難聴学級においては、教育的医学的立場から配慮された施設・教具によって聴力を補い、正

しい音声を聴取させ正しい発音発語をさせ、学習意欲を助長 し能力に応 じた学力と明るい生活

態度を養い、また、残存聴力の活用と聴能訓練・言語訓練 を個別にあるいは教科指導の中で、      ´

各児童の発達段階 に応 じて重点的に取 り組み、言語性を豊かにすることをねらいとしている。

(1)指導の形態

複式授業の形態で、各学年担当の教科書を使用 し、国語 0算数 0社会・理科・ 道徳 (同 和)0    讐

学級会・給食・特設バズなどの教科学習や諸活動を行 っている。

(2)学級の実態

3年 ～女 2名、 4年～男 2名・ 女 3名 の計 7名。平均聴力損失は、 61～ 70dB 2名 、

81～ 90dB 4名 、12 0 dB↓ 1名である。

実践例  (3年 Y児 女  S43・ 6・ 16生)                         リ

① 実  態

。 生育歴                 o 教育歴
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・家族……父 (42才 )・ 母 (34才)0本人   ・姫路聾学校幼稚部 (1年 )

・ 出生時体重 3,020θ 、発育は悪かった。      ・姫路聾学校小学部 (1年～30

0日 蓋裂・ ボタロ氏管開存症……手術済      ・ 本年 4月 本学級 3年 に編入

0 本児のようす

・ 聴力損失 右 60 dB、 左 75 dB(S54.5)

・ 社会成熟度診断検査 社会成熟年令 5才 4か月 (S54.9)

・聾学校で 1年生程度の学習をしている。 4月 当初、表情が乏しく、こちらからの話し

かけにはほとんど反応 しなかった。話すときは、日をあけるだけで無声であった。

② 実践の概況

○ 声を出して 自分から話せるように

・ 遊びのなかま入 りができるようにまわりの子が誘 ってやる。 (自 分からは入れない。)

・ 学習時の発表、当番の仕事 (忘 れ物調べ、給食のあいさつ等)な ど人前で話す機会を

多 くし、声 を出して話す必要を感 じ取らせる。

・ その場その場で話し方 。答え方 を教え、声を出して話す経験をできるだけ多 くさせる。

O 依頼心が強 く自主性に乏 しいので、意欲的に取 り組める場面を設定するように

0学校では、係活動 (学習 0給食・ 清掃 0当 番など)を どんどんさせ、経験をふやす。

日常生活の電気をつける・消す、窓をあける 0じ める、戸のかぎをかける、えんぴつ

をけずる、補聴器の電池を点検するなどは最初はぎこちない動作であったが、今では

だいぶ慣れてきている。

0家庭に連絡 して、母親の送り迎え (バ ス通学)を 5月 初めでやめる。登校の準備を自

分でする。

O家庭での様子 (主 に話したことば)を毎日ノー トに書いてもらい、また、学校での様

子を連絡することで、できるようになったことを的確につかむ。

0 コミュニケーション能力を高めるために

・ 交流学級で健常児に交って学習したり活動したりすることは、 Y児にはは じめての経

験で、最初は表情も固かったが、親身になって世話 をしてくれる健常児に、このごろ

では笑顔を見せるようになっている。

0 健常児のことばがはいる環境に入ったので (本児の聴力から考えても)こ とばの発達

によい影響を与え、理解語がふえてきている。

3.問 題 提 起

(1)学校全体が、障害児に対 してより正 しい理解のための努力を、より充分に行うための取 り
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組みは、どうあ るべきか。

(2)聴力損失の重度化 に伴い、言語力のついていない児童が多 く入級 してい るが言語力をどの

ようにつけていけばいいの か。

{5)重複障害を持つ児童に、基礎学力 をつけ、言語力 をイ申ばすには どうすればよいか。

―以 上 ―

(橋 本 ゆ み 子 )
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H。 学 力 と人 間 関 係 の 統 合

―
小集団を生かして算数科の学習効果を高める研究 ―一一

《研究とその要⇒

本校では、ひとりひとりの子どもが人間 として持 って いるすべての潜在的な可能性 をできる

か ぎり実現 させ るために、ひとりひ とりが所属 してい る集団があたたかい雰囲気になり、意欲

がでるような集団の規範 と組織化をはか り、そ して、集団生 活に必要な基本的な行動様式を身

につけさせ るとともに、子 どもの特性 (個性)を生か し、相互 に磨 き合い、協同する学習をす

ることによって、人間関係 と学力を同時 に高めようと考えている。

その小集団学習をより有効なものにするためには、⑦ 集団の組織、④ 課題づくり、

② 教師の役割、○ 評価の四つが考えられる。この中で、特に今研究の中心として掲げてい

ぶDの教師の役割を算数科の実践から述べたい。

《研究内容》

⑦ 集団の組織について

① 学級の実態を知る

② 班の編成方法

③ 班の構成

④ 人数

⑤ 役割

⑫ 教師の役割

④ 課題づくり

① 学習課題の明確化

② 予習課題

研究主題 一一一算数科の原点を求める学習指導 一――

算数科の原点を ①算数をつくり出していく努力であり、②そのために必要とされる数

学的考えを持つことであり、そして③これを「単純」「明解」「正確」なもの即ち美しい

ものにまとめあげることにあると考え、学習指導展開の中に位置づけしようとしている。

具体的事例

○ 長さくらべの学習指導 …………… 2年

⑥ 三角形の   〃 3年

⑥ 面積 (広さくらべ)の学習指導…… 4年

③ 円の面積の学習指導 ……………… 5年

⑥ 式と計算の ″ 6年
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事後考察

〇算数科の原点から        ○予習課題から

○効果的な機器の活用から     ○バズ学習の場から

以上のような観点から考察を加えることによって、より望 ましい学習指導形態をつ くり

出そうと努めている。

○ 評 価

1.標準学カテス トの実施      2.学 習効果テス ト

3.学 習意欲 調査          4.ソ シオメ トリックテス ト

《問題提起》

基礎学力 を身につけるため、「望 ましい集団の規範」を礎 として学習活動を展開 しようとし

ているが、この規範 を持続 さす具体 的方法 はどんな ものがあるか。

―以 上 ―

(安 積  収 )
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12。 学習と指導に教育機器を活用する

<研究主題 とその要 旨>

ひとりひとりの子どもが、主体的に学習に参加し、それぞれの子どもが持 っている倉」造力や

才能資質を自由に発揮 して活動するような学習の方法 と場をつ くりだすこと、また、子どもひ

とりひとりが自らの考えを発言 し、それがクラス全員に受けとめられ、それぞれ自分の考えで

ね り直し友だちに返していく、協力 と連帯の中での児童相互作用を高めることは、学習指導 に

欠くことのできない課題である。教育機器によって、学習の方法や場をさらに工夫改善 してい

く道は広いが、機器を使用すれば、それで学力になっていくというものでもない。いろいろな

機器の特質 を知ることや機器の位置づけ、資料の特性を考察することなど数多 くの問題がある

が、学習と指導に教育機器を導入し活用することが、学習の効率を高め、自主的な学習をすす

めてい く助けとなると考えている。

<研究 内容 >

学習集団の学習の効率を高め、ひとりひとりの自主学習をたすけるために、教育機器の

活用をはかる。

(1)機器を効果的に使用 し、学習課題が全学習者に確実に受けとめることができるようにする。

(2)学習に変化をもたせ、興味や関心をもって課題に追れ るように工夫する。

(3)児童が主体的に学習するように、操作、作業を取 り入れ思考 を深めさせる。

(4)即時評価をすることによって、児童の疑間をはやくとらえて解決させる。

O 教育機器を活用するにあたって

教師が立案 して一方的に知識を伝達 したり説明に終始する授業では、いつまでも受身で教

えられたことを覚える学習にしかならない。子どもが意欲的に取 り組めるように教育機器の

取 り入れ方やソフ トウ ェアの開発、作成に工夫をすることと共に、教師が主体的にな りがち

な学習を計画する段階で、学習過程の中に機器をどう位置づけるかということが大切なこと

である。

授業計画段階での考察

学習内容の精選 、学習活動の分析選択、学習のし方 (一斉、分レプ、個別)
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学習の目標を明確にとらえる (指導 目標、子どもが到達する姿、行動目標)



授 業 過 程 、 成 果 を 評 価 反 省 す る

いつ)(ど こで)(どんな機器を―教材 を) (どのように活用す

<問題 提起 >

(1)教育機器の特性をいかして学習目的を十分に果たすような学習過程での位置づけはどうぁ

ればよいのか。

(2)教師の提示するための道具 としてだけでなく、学習者の情報交換、学習者自らの道具とし

ていかに活用 しうるか。

(5)教 育機器を活用することによって、映像資料を情報 としていかに処理考察させうるか。

―以 上 ―

(平 井  均 )
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13.学 習 の質 を古
同 め る話 し合 い

― 意欲 的に課題 に立 ち向かい、 自己実現を め ざす子の育成 ―

1。 本校の実態

本校は市街地であ り、 ドーナツ化現象で年 人々数が減少 しているという典型的な都心型の学

校である。家庭の職業は、 70%が商業を営んでおり、親の労働時間は長く忙しい。そのため、

家庭での話し合いが少なく、学習は塾にまかせ (学習塾に行 っている児童は全学年にわたり、

他校の 2～ 3倍)極端 には、三度の食事も親子が一諸にとれない家庭環境の児童も多い。なお

かつ、校区外通学者が 8%お り、適当な遊び場所も少なく、学年のわくをはずした遊び方や、

集団でチームワークをとる様なスポーツをするといった遊び方 も非常に少ない。これらの要因

から本校児童は、自己中心的な考え方の強い子が多 く、友だちと共に知恵を働かせ物事を解決

しようとする態度が育ちにくい。本校では、その様な児童の実態をとらえ、バズ学習を適切な

場でとり入れることにより、共通の課題に向かって相互 に、活発に作用 し合いながら共に力い

っぱい伸びようとする態度を養 うことをね らっている。

2。 質の高い話 し合 もヽとは

意欲的に課題に取 り組み、自分の考えや疑間をはっきりと持ち、友だちに話す。そして、友

だちの考えをも主体的に受けとめ、その考え方を理解 しようと努力 し、自分の考えをより広 く、

深 く、確かなものにしてい く。そういった集団思考の面白さがわか り、自主的に考え、学ぼう

とする気持 ちを高めることをねらいとしている。従 って、バズの際、どの様な考え方 にまで高

まることができたかということも大きなねらいではあるが、むしろ、いかに自分の考えを相手

にわかるように工夫 して話 したか。相手の考え方が納得で きるまで質問 したか。グループのみ

んなが、わかり合いながら真aljに 話 し合 ったか。などの経過を大切にしていきたい。

3.実  践

話 し合いを活発なものにするためには、児童にバズ学習のあ り方について理解 させておかな

くてはならない。何のために行うのかの自覚を高めることが、話し合いの質を高めることに結

びつ くからである。また一方、学習に意欲的に参加させ、問題意識を高める工夫も必要である。

その二点についての実践の例をあげたい。

(1)児童の意識のたがやし

① バズ学習の目的を意識づける。

0 自分の考えを聞いてもらおうね。
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○ わからないところは、わかるまで教えてもらおう。

O わからない子には、わかったと言 ってもらえる様、工夫して説明しよう。

○ ちがった考え方の子とぶつかり合おう。

0 みんなが納得するまで話し合おう。 … etc

② 話し合いの進め方を理解 させる。

O 基礎的な話し合いの型の定着

論理的に問題解決 していくための考え方ができるよう、表現する形式やことばを知 ら

せる。もちろん、この型に固執するのでなく、討論が自熱すると自然に型からぬけ出て

いるが、基本を押 さえておくことにょり、深め方の要領が理解させ られる。

○ 考えを豊か |⊆ するために、「言い方をかえたら・00」
「つまり…ともいえます」

・ 考えを深めるために

「質問があります。なぜ…ですか」「もう少しくわしく言ってくださいd

「少 し違って」「…につけたして」「よく似ているけれど」

「その意見に反対です。それは…だからですd「 もう一度お願いします」

「 ―についてわか ったけれど、…は、どぅですか」

・ 考えを確かめるために

「 …という考え方ですか」「 …ということでよろしいかd

・ みんなが発言できるように

「 Aさ んはどうですか」

O リーダー会議による問題点の把握

く問題点>            く解決策>

自分の意見だけ言 って

友だちの考えを深 く考
えない子がいる。

質問 しても、怒 って、
わかる様に話 して くれ
ない子がいる。

(1,3班 )

(5班 )

結論 がでてしまった

むだ話 を しているこ

が多い。

(1,7班 )

翌日の朝バズで話 し合いの内容を伝え、質疑応答、意見交換する。
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○「考えてよ。―― と思 うんやけど、どう思 う」
と言 って、特にその子に話 しかけていこ う。

○漠然と質問 しないで、 自分もよ く考えて、尋
ねよう。

0も のの言い方が大切だな。

6本時 の本読みをした り、話し合 ってゎかった
ことを書 く用紙を作って持 っておこう。

0役割を一週間ずつ変えた方が、全員 が活躍 し
やすいだろ う。



0 相互評価 …… 1グルニプの討論の仕方 をサ ンプルにして

⑦ lつの課題について、ある班にだけ話し合わせ、それをもとに全員バズに入る。

④ テァプを利用し、グループバズの後の全員バズで聞かせ、それをもとに意見交換す

る。

◎ 話し合いの仕方についてのみ、別指導を行う。

O 教師の参加

意欲的に臨んでいない子………問題意識を はりおこす。

うまく意 見が述 べられない子…説明の仕方の手本を示す。

深 まっていない時 ………………考える観点を明 らか にしてやる。

(2)学 習への意欲づけ

O 課題意識を強める。

児童の疑間や感想か ら課題を設定す る。 (別紙 )

4。 国語科におけるバズ学習の事例  鰯1紙 )

くバズの位置づけ〉

|

にゝし、「 自分の学習だ」という自覚を高める。

② 中心課題について、 ゅさぶ り合 うバズ

L雪呈i曇
『

ザ
題点、対立点、同意できた

ホ糊 らかに 残

0 各児の疑間を解決し合う。

5。 展  望

友だちの考え方への関心や、FH5題解決への意欲を強く持たないとバズは活発で質の高いもの

とはならない。この知識欲をそそる様な、たくみな学習の展開や、自分の考えを言わずにはお

れない様なかり立て方を、いかに工夫するかは尽きるところを知 らない。また考えを出し合い、

認め合い、遠慮なく指摘 し合える人間関係が基盤であり、雰囲気づくりを常に心がけていなく

てはならない。
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課題への意欲的な取 り組みのために

〔手 だ て 〕

⑪

②

感想や疑問か ら課題 を設定

課題をよ り身近なものとす る。

「学 習のしお り」の利用

(教師償1)・ 0…・教材研究・ 計画立案

0 指導 内容を整理 できる。

○ 到達目標 が明確 に把握で きる。

O 発間が研究できる。

(児童側 )・・…・単元の見通 しを持つ。

1人調べのよりどころとなる。

よ り確かに

よ り効率的に

学習への積極的参加 につながる。

③  l人調べ

「学習のしお り」をもとに 1人調べをして、問題点や疑間、自分の考えを持つ。

それを学習の導入時に話 し合 うことにょり、課題解決への意欲を高め、学習を

自分のものとしてとらえることができるようにする。

④ 中心課題 (授業)
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エハ

年

「

や

ま

な

し

」

感

想

と

課

題

（
氏

名

ｏ

「
ク
ラ
ム
ボ
ン
は
死
ん
だ
よ
」

の
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
か
カ

ニ
の
子
ど
も
は
な
い
て
い
る
よ
う
に
思

っ
た
。

ｏ
ク
ラ
ム
ボ
ン
は
川
の
向
こ
う
か
ら
流
れ

て
く
る
空
気
の
ぁ
わ
だ
ろ
う
。

ｏ
ク
ラ
ム
ボ
ン
は
ど
う
し
て

一
度
死
ん
だ
の
に
生
き
か
え

っ
て
、
笑

っ
て
い
る
の
か
ふ
じ
ぎ
だ
。

ｏ
ど
う
し
て
作
者
は
、
ク
ラ
ム
ボ
ン
と
い
う
こ
と
ば
を
使

い
、
は

っ
き
り
と
名
前
を
書
か
な
か

っ
た
の
か
。

ｏ
ク
ラ
ム
ボ
ン
が
わ
ら
う
と
カ

ニ
た
ち
も
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
か
ら
、
と

て
も
仲
良
し
な
ん
だ
な
。

ｏ
こ
の
話
は
、

い
な
か
の
出
の
中
の
し
ず
か
な
川
の
中
だ
ろ
う
。

ｏ
ク
ラ
ム
ボ
ン
と
カ

ニ
の
気
持
ち
は

一
致
し
て
い
る
。　
一
体
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

ｏ
ク
ラ
ム
ボ
ン
と
は
、
カ

ニ
の
出
し
た
あ
わ
か
な
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
か
な
、
ど
う
し
て
も
わ
か
り
た
い
。

ｏ
首
を

ひ
っ
こ
め
て

「
か
わ
せ
み
」
と
い

っ
た
時
、
な
ぜ
か
、
ゾ

ッ
と
す
る
程
お
そ
ろ
し
く
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
た
。

ｏ

「
こ
わ
い
と
こ
ろ
だ
よ
」
と
教
え
た
お
父
さ
ん
は
、

「
食
べ
ら
れ
た
」
と
言
わ
ず
に
と
て
も
や
さ
し
い
、
子
ど
も

に
不
安
を
与

え
な
い
よ
う
に
気
づ
か

っ
て
い
る
。

ｏ

「
あ
わ
や
―
―

な
な
め
に
水
の
中

に
な
ら
ん
で
立
ち
ま
し
た
」
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
、
光
の
す
じ
が
窓
ぎ
わ
に
で
き
る
み

た
い
な
感
じ
だ
ろ
う
。

ｏ
く
り
返
し
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
は
ず
ん
で
い
る
み
た
い
な
感
じ
が
す
る
。

ｏ
作
者
は

「
ク
ラ
ム
ボ

ン
」
と
う
ま
く
名
前
を

つ
け
た
の
で
、
は
ず
ん
で
楽
し
そ
う

で
夢
が
あ
る
。

五
月
の
水
の
底

の
様
子

は
、
ど
ん
な
だ
ろ
う
。
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五 月 と十二 月 の ちが い (主 題 ) 十 二 月

ｏ
宮
澤
賢
治
は
こ
の

「
や
ま
な
し
」
で
何
が
言
い
た
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

ｏ
も
の
す
ご
く
平
和
な
川
の
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
で
も
、

「
ク
ラ
ム
ボ
ン
は
死
ん
だ
よ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
平
和
な
川
で
も

や

っ
ぱ
り
食
べ
た
り
食
べ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
な
。

ｏ
五
月
の
時
の
カ

ニ
た
ち
は
、
や
ま
な
し
の
こ
と
で
会
話
も
し
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
題
を

「
や
ま
な
し
」
に
し
た
の
だ
ろ

う

。

ｏ
や
ま
な
し
と
い
う
の
は
、
最
後
の
方
の
ご
く

一
部
し
か
出
て
こ
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
題
に
す
る
よ
り

「
カ
ニ
の
親
子
」
と
題

を

つ
け
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

ｏ
な
ぜ
五
月
と
十
二
月
に
わ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
カ
ニ
の
成
長
が
わ
か
る
よ
う
に
だ
ろ
う
か
。

ｏ
楽
し
そ
う
に
笑

っ
て
い
た
ク
ラ
ム
ボ
ン
が
魚
に
食
べ
ら
れ
て
か
わ
い
そ
う
。
し
か
し
、
魚
が
悪
い
と
は
い
え
な
い
。
魚
だ

っ
て

か
わ
せ
み
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
か
わ
せ
み
だ

っ
て
だ
れ
か
に
と
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
自
然
の
し
く
み
に
つ
い
て
の
話
な

ん
だ
と
思
う
。

ｏ

「
や
ま
な
し
」
の
つ
い
た
と
こ
ろ
は
、
カ
ニ
や
生
物
た
ち
が
の
ぞ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
み
た
い
。
こ
の
家
族
の
あ
た
た
か
さ
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
。

黒
い
丸
い
も
の
が
で
て
き
て
、
や
っ
と

「
や
ま
な
し
」
と
結
び
つ
い
た
。

「
十
二
月
」
に
は
、
魚
や
か
わ
せ
み
の
か
わ
り
に
や
ま
な
し
が
で
て
き
た
。

カ
ニ
が
あ
わ
の
大
き
さ
を
く
ら
べ
て
い
る
の
が
と
て
も
か
わ
い
く
、
平
和
だ
。

「
ラ
ム
ネ
の
び
ん
の
月
光
」
ど
ん
な
に
美
し
い
だ
ろ
う
、
夜
の
海
を
見
た
時
も
、
青
暗
く
て
、
光

っ
て
い
て
、
み
と
れ
て
し
ま

っ
た
。

「
十
二
月
」
の
カ
ニ
の
兄
弟
は
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
あ
っ
て
、

「
五
月
」
と
は
す
ご
く
ち
が
う
。

「
五
月
」

「
十
二
月
」

で
、
作
者
は
何
が
い
い

た
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
ぜ

「
や
ま
な
し
」
と

い
う
題
に
な

っ
た
の
だ

ス
７
つ
。

十
二
月
の
水
の
底
の
様

子
は
、
ど
ん
な
だ
ろ
う
。



ニハ
年

石

う

す

の

歌

第

一

次

感

想

よ

り

課

題

設

定

も
う
、
こ
ん
な
お
そ
ろ
し
い
も

の
は
落
と
し
て
ほ
し
く
な
い
。

生
き
て
い
く
自
信
を
な
く
し
か
け
た
瑞
枝
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
を
な
ぐ
さ
め
た
千
枝
子
は

と
て
も
え
ら
い
。

広
島
の
う
ち
が
原
爆

で
消

し
飛
ん
で
し
ま

っ
た
の
は
、
何
と
い

っ
て
も
か
わ
い
そ
う
で

あ
る
。

お
墓
ま
い
り
を
し
て
、

こ
こ
で
ご
先
祖
と
ね
む
る
麺
と
に
な
る
の
よ
、
と
い

っ
た
こ
と

ど
が
、
ほ
ん
と
う

に
な
る
な
ん
て
思

っ
て
も
見
な
か

っ
た
。
人
の
心
は
わ
か
ら
な
い
と
思

う
。悪

い
の
は
戦
争
だ
。

今

日
か
ら
瑞
枝
の
お
姉
さ
ん
に
な
る
の
が
は
ず
か
し
く
、
で
も
本
当
は
、
と
て
も
よ
ろ

こ
ん
で
い
る
と
思
う
。

瑞
枝
の
来
る
の
を
も
の
す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

瑞
枝
の
来
る
の
を
首
を
長
く
し
て
待

っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
千
枝
子
が
、
い
ろ
い

ろ
と
空
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
わ
か
る
。

畑
で
菜
園
を
作

っ
て
品
評
会
で
二
等
賞
を
と

っ
た
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
、
山
に
か
こ
ま
れ

た
空
気
の
い
い
、
の
ん
び
り
と
し
た
所
だ
と
思

っ
た
。

こ
の
石
う
す
は
、
人
の
思

っ
て
い
る
こ
と
を
歌
う
か
ら
お
も
し
ろ
い

千
枝
子
は
石
う
す
の
歌
が
好
き
に
な

っ
た
。

「
だ
ん
ご
ほ
し
け
り
ゃ
う
す
回
せ
ど
と
聞
こ
え
る
の
は
お
も
し
ろ
い

こ
の
石
う
す
の
歌
を
聞
い
て
い
る
と
楽
し
く
な
る
ｃ

本
当

に
歌
う
の
で
は
な
く
、
人
の
心
が
歌

っ
て
い
る
ｃ

感

想

八
月
六
日
の
朝
は
、
瑞
枝

に
と

っ
て
、
ど
ん
な
朝
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

瑞
枝
を
迎
え
る
千
枝
子
の
気
持
ち
は
、
ど
ん
な
だ
ろ

う

。

千
枝
子
は
、
な
ぜ
石
う
す
を
回
す
の
が
好
き
に
な

た
の
だ
ろ
う
。

課

題
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１
　

「
精
も
根
も

つ
き
て
の
う
ピ
と
い

っ
た
お
ば
ぁ
さ
ん
は
、
今
そ
こ
で
泣
き
た

い
位
悲
し

い
だ
ろ
う
。

２
　
原
爆
で
死
ん
だ
子
を
思
い
、
何
を
す
る
と
い
う
気
も
お
こ
ら
ず
、
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

３
　
お
ば

ぁ
さ
ん
を
な
ぐ
さ
め
、

「
わ
た
し
も
ひ
く
わ
ピ
と
い

っ
た
千
枝
子
は
や
さ
い
人
だ
。

４
　
お
ば
あ
さ
ん
は
、
両
親
を
な
く
し
た
瑞
枝
を
見

て
い
る
と
精
も
根
も
出
な
く
な

っ
た
の

だ
ろ
う
。

５
　
お
ば
あ
さ
ん
が
最
後

に
ク
ス
ン
と
鼻
を
な
ら
し
た
の
は
、
瑞
枝
が
か
わ
い
そ
う
だ

っ
た

か
ら
だ
と
思
う
。

６
　
千
枝
子
が
石
う
す
を
ひ
い
て
い
る
と
、
瑞
枝
が
き
て
い
っ
し
ょ
に
ひ
い
た
の
は
、
何
か

し
な
い
と
泣

い
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ
う
。

７
　
瑞
枝

の
悲
し
み
も
、
お
ば
あ
さ
ん
の
悲
し
み
も
、
千
枝
子
の
や
さ
し
い
心
と
思
い
ゃ
り

で
悲
し
み
は
少
し
は
消
え
る
だ
ろ
う
。

８
　
勉
強
せ
え
、
勉
強
せ
え
、

？
り
ぃ
こ
と
で
も
が
ま
ん
し
て
　
の
後

へ
　

が
ま
ん
せ
え
、

が
ま
ん
じ
ぬ
い
て
　
と
続
く
と
思
う
。

９
　
原
爆
で
死
ん
だ
両
親
が
天
国
か
ら
、
千
枝
ち
ゃ
ん
も
が
ん
ば

っ
て
勉
強
し
い
よ
、
と
石

う
す
に
か
わ

っ
て
よ
び
か
け

て
い
る
と
思
う
。

千
枝
子

・
瑞
枝
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
石
う
す
を
回

し
続
け
た
の
だ
ろ
う
。
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4。 国語科 におけるバズ学 習の実践例

0テーマ  「表現に即して、想

出 し 合 う バ ズ

こ的果効りよ

Ｊ

「ヽ

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｊ

習

　

　

　

　

　

　

　

　

る

学
　
　
　
　
　
　
　
　
め

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

像

　

全

　

　

知
　

　

感

ゆさぶり合 うバズ

たずね合 うバ ズ

１

　

２

題  材  石うすの歌

指導計画  (8時 間)

(5)本時の目標  (第 2次第 4時 )

お盆を前にして、精も根も尽 きたというおばあさんに変わって重い石うすを力強く回し始

める千枝子と瑞枝の心情を、「つらいことでもがまん して…」と歌う石うすの歌を通して読

み取 らせる。

-54-

次 陶 容内習学 学 習 課 題

１

（
Ｚ

　

　

２

　

４

全文を読み、感想を書 く。

人物の気持ちや情景を読み深める。

① 石うすを回す千枝子とおばあさんの

心情

② 瑞枝を迎える家族の様子

③ 8月 6日 の様子

④ 両親を失った瑞枝や千枝子たちの心

情

作品の主題に追 る。

感想を書 く。

登場人物の気持ちを考えながら読み、感

想を書 こう。

千枝子はなぜ石うすを回すのが好 きにな

ったのだろう。

瑞枝を迎える千枝子の気持ちはどんなだ

ろう。

8月 6日 の朝は、瑞枝にとって、どんな

朝だったのだろう。

千枝子・ 瑞枝は、どんな気持ちで、石う

すを回し続けたのだろう。

作者は「石うすの歌Jで何を訴えたかっ

たのだろう。



(4)学 習過程

主 な 発 間 と 児 童 の 反 応 着眼 させ る文章表現 学習形態

く

　

Ｔ

8月 6日 の朝の様子を想起する>

)8月 6日 の朝 は、瑞枝にとって、どんな朝だ

ったのかな。

C。 瑞枝にとって何一つめず らしくないものは

な く、楽 しい朝だ った。

C。 何 もかもめずらしくて、瑞枝はもう、うき

うき していました。

C。 庭で食べる朝の食事も、お茶わんも、庭 の

景色 もめず らしくて、 うれ しさでいっぱい

だ った。

C。 町では しないような習慣 が、この村にはあ

るので、おぼんが早 く来ないかと思 ってい

る。

自分の課題や疑間点を話す >

1人調べでの疑間点や自分の課題を教え合い

ましょう。

(後述)

く本時学習課題をつかみ、心情を深 く読み取る>

T。 「空のよく晴れた朝」だのに、「 瑞枝のお父

さんやお母さんはいない」 ということについ

て、どう思いますか6

Ce気持ちよい朝を迎えて、仲よくくらしてい

るはずだのに、残酷だ。

C.も うどこをさが して もいないという悲 しい

時 に、空がよく晴れているのは合 わなくて、

余計に悲 しい。

C.このいなかではtそ んな恐 しいことなど何

もなかったのに、空のよく晴れてい ること

だけが同 じ、広島では地獄のような原爆が

ぁ ってうそのようだ。

く

　

Ｔ

心いっぱいに思い うかべて

いるようなまなざし

〔もう) うき

めずらしくないも

のはぁりません。

空の よく晴れた朝でした。

きっとなんにも′とヽ配などし

ないで、
一

ちがいあ りま

せん

今は、もうどこをさが して

も

全体バ ズ

「

―

-5-
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主 な 発 間 と 児 童 の 反 応 着眼 させ る文 章表現 学習形態

Ｃ

　

Ｃ

瑞枝の気持 ちを知 らないよ うに、 日ざ しが

明るいので、腹が立 って くる。

両親を失 った瑞枝は、どんな気ちで しょう。

。 1人 ぼっちになって しまったのか と思 うと

とても悲 しくて、淋 しくて、ず っと泣いて

いるだろ う。

.信 じられな くて、すごくつ らい 。

.楽 しくくらしていたのに、うそのようで悲

しさも倍にな ってがまんできない。

。両親のことを思 うとす ぐにないて しまう。

むかえだん ごを作るために、石うすの前にす

わ ったおば ぁさんの様子は、いつもとちが う

ね。どんな様子ですか。

・ 石うすの前にすわ った ま 、ゝ何か考えこん

でいる。

D精 も根 もつきて、力が出んのです。

.う すの前にすわって考えこんでい る。

。言葉は少 な く と書いてあるか ら、 自分か

らはこほとんど話を しない。

。 うすをひこうとは思 うんだけど、ひ く気に

なれない。

0いつ までた ちても石うすを動かそ うとは じ

なか った 。

うすはだまってないてい るので しょうか。

・ 「 うすは、その時、その時の人間の心持 ち

をその まま歌い出す」のだから、おばぁさ

ん とい っしょで、精 も根もつきてしまって

ないてい る。

|なぜ、精も根も尽きて力が出ないのかな。

Ce自 分の子どもが一瞬のうちに死んでしま

たから。

Ｃ

　

Ｃ

　

Ｃ

どうかすると、なきそ うに

なる。

両親のことを思い 出す と、

す ぐ

少 しでも、両親を思い出す

と

気を まぎらわしていないと

ちがうこ とを考えていない

と

一向に動 きません。

言葉 が少な く考えこんでいる

よtはぃ

うすは、だ まってないてい

るのでしょうか。

全体バズ
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主 な 発 間 と 児 童 の 反 応 着眼 させる文章表現 学習形態

C. 瑞枝が 1人ぼっちに

だから。

悲 しくて、ぼんやり

子どもが死んで、も

なってしまって可愛想

して しまっている。

う力が抜けて しまった。

Ｃ

　

Ｃ

T。

T.

千枝子の気持 ちや様子のわかるところをプ

ントに抜 き書 きましょう。

抜き書きした ところをもとに、千枝子が、ど

んな気持 ちだったか話し合いましょう。

今までの千枝子をふ りlinっ てみると、どの様

に変わってきているで しょう。

C.生意気をいっておばあさんを困らせる千枝

子→おばあさんをなぐさめる千枝子

C。 お手伝いをさせられる→「わたしがひくわ」

自分から進んでやる子

C.ね む くて、ねむくて仕方がない。→額に じ

っとりあせがでてきました。

C。 お姉さんになるのがはずかしい→瑞技をい

っしょうけんめいなぐさめる。

「勉強せえ、勉強せえ、つらいことで もがま

んして一一 」と、うすが歌い始めたのはなぜ

でしょう。

C.泣かないぞ。負けないぞ。しっか り勉強す

るぞ。と思 っているからその様 に思えた。

C。 もうおばあさんに心配かけないで、あまえ

ていないで、がんばろう。

C。 悲 しいことを早 くわすれよう。

C.悲 しみを喜びにかえようという気持ちだっ

たから、そう聞こえた。

C.助け合 って、いっしょに勉強 しようね。 と

い う強い気持ちがわいてきたから。

いっしょうけんめいなぐさ

めました。

「二人で仲良 く

ょうo」

Fおばあさん、

くわd

勉強 しまし

わた しがひ

な ぐさめるようにやさしく

見ぬふ りで回し続けました。

額にじっとりあせが …

「勉強せえ、勉強せえ、つ

らい ことでもがまん して一d

うすが歌い始めました。

ひとリデ習

|

グループ
バ    ズ

〔1〕

|

全体バズ

従 り学習

↓

全体バズ
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{5)考  察

くパズIについて〉

バ ズのね らいと効果

出 し合 うバ ズ …… 所要時間 2分

ね らい …… 自分の問題点を明 らかに し、学 習への主体性を もたせ る。

M子 Y男

y男 (b, d)
U男 (a, b, d, f)

○
・
ど
う
し
て
、
お
ば
あ
さ
ん
の
石
う

す
は
動
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

①
）
千
枝
子
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
な

ぐ
さ
め
た
の
だ
ろ
う
。

⑥
・
な
ぜ
千
枝
子
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が

ク
ス
ン
と
鼻

を
す
す

っ
た
の
を
見

ぬ
ふ
り
を
し
た
の
か
。

⑤

ど
う
し
て
、

「勉
強
せ
え
、
―
ピ

と
歌

っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
の

だ
ろ
う
。

⑤

　

「
勉
強
せ
え
、
―
が
ま
ん
し
て
―
ピ

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
こ
ん
な
場

面
で
、
勉
強
せ
え
。
と
う
す
が
歌
う

の
だ
ろ
う
か
。

⑤
　
お
ば
あ
さ
ん
は
、
石
う
す
の
前
に

す
わ

っ
た
ま
ま
、
何
を
考
え
こ
ん
で

い
た
の
だ
ろ
う
。

○

）千
枝
子
が
、
ク
ス
ン
と
鼻
を
す
す

っ
た
、
お
ば
あ
さ
ん
を
見
ぬ
ふ
り
を

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

③
　
二
人
の
姿
を
見
て
、
ク
ス
ン
と
鼻

を
す
す

っ
た
時
の
お
ば
あ
さ
ん
の
気

持
ち
。

①
）
千
枝
子
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で

な
ぐ
さ
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

⑥

　
一
向
に
う
す
が
動
か
な
か

っ
た

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

①

　

，
ク
ス
ン
と
鼻
を
す
す
っ
た
お
ば

あ
さ
ん
を
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
石
う

す
を
回
し
続
け
た
　
。
の
は
な
ぜ
か
。

g)

g)
(e,  f,

(e, f,春季
★○……4人 の共通課題
★気づか なかった課題・解決できる課題

U男
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主 な 発 間 と 児 童 の 反 応 着眼させ る文章表現 学習形態

T・ 今日の勉強で、自分の課題は解決できました

か。わからないところをたずね合いましょう。
ズルL葵

〔菫

1人調べで、友だちは、 どんな疑間を もったかか きましょう。

瑞
枝
は
両
親
を
な
く
し
て
、
気
持

ち
は
、
ど
う
ゆ
れ
動
い
た
だ
ろ
う
。

⑥
・　
な
ぜ
、
う
す
は
だ
ま
っ
て
泣
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

③
一　
な
ぜ
、
二
人
の
す
が
た
を
見
て

お
ば
あ
さ
ん
は
、
ク
ス
ン
と
鼻
を

す
す
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

○
・　
な
ぜ
、
千
枝
子
は
そ
れ
を
見
ぬ

ふ
り
で
ゴ

ロ
ゴ

ロ
う
す
を
回
し
続

け
た
の
だ
ろ
う
。

⑤
　
な
ぜ
う
す
は
、

「勉
強
せ
え
―

つ
ら
い
こ
と
で
も
が
ま
し
て
１
己

と
歌
う
の
だ
ろ
う
か
。



【効 親
0 1人 ひとりが、自分の課題や感想を友だちに話すことにより、課題追求の意欲と

本時学習への取り組みが、積極的かつ主体的なものになったと考える。

O 友だちの疑間を知ることにより、自分では気づかなかった読み方を知 り、関心と

問題意識を高める。 (U男 … 3つ →7つ )

(rtX il l;2 6)(> ゆさぶり合 うバズ …… 所要時間 7分

抜 き書きしたところをもとにして、千枝子の気持ちを話 し合いましょう。

り越え、強 く坐 きてい こうとする千枝子の心情を読み取

ね」―― いっしょうけんめいなぐさ

d―――なぐさめるようにやさしく

とらえにくく、単にお姉さんらしく

かし、

す りました。千枝子は

ことでもがまん して―

、それに負けまいとす

この千枝子の気持 ちを

かったのであ るが、 グループによって、次の ように考え
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＼ K 子 K 男 M 子 I男

「
見
ぬ
ふ
り
で
‥
こ

おばあさん も、瑞

枝 も思い っきり泣 き

たいだろう。で も、

じっとが まん してい

るおばあさんを千枝

子は、見られ なか っ

た と思 う。

千枝 子はおばあさ

んの悲しみがよくわ

かっていたので、今

はそ っとしていた方

がいいと思 った。

もし、ここで私 も

悲 しい気持 ちになっ

て しまったら、みん

なもが まんできな く

なるから、がんば っ

てい る。

見た ら泣いてしまう。

早 く、おしょうら

さまをおむかえしょ

う。

④



＼ K 子 K 男 M 子 1  5弓

額
に
じ
Ｐ
仁
ツ
の
せ
が

これから|ま 、 しっ

かりとがんばってい

くぞ。つらいことに

負けないぞ。という

気持ちで回している。

あせが出るほどが

んばって、この悲 し

みを吹きとばそ う。

悲 しい ことを忘れ

よ うと、ひきうすを

回すのに熱中 してい

る。

うすか重 たい

③

靡 し合いの過翻

K子  千枝子の気持 ちについて話 姶 います。千枝子は どんな気持 ちだったと思い ますか。

一 ― ― 略 一― ― ―

M  「 見ぬふ りで」 というところで、見たら泣いて しまって弱い気持ちにな って しまうので、

見ぬふ りを しているんだと思い ます。

I  ぼ くは、 もうあしたがおぼんで、早 くおし ょうらさまを おむかえせねばならないから、

いっしょうけんめい回 しているんだと思い ます。

K子 質問。い くらお しょうらさまをおむかえす るか らとい って、見ぬふ りはしない と思いま

す。

I  え つ、どうい うこと、

K子  私が思 うのでは、K君の言 ったように、おばあさんの気持ちを一番よ くわか っているの

は千枝子で、千枝子もおばあさんと同 じ気持 ちだったか ら、おばあさんの涙を見たら、

もう自分 も泣いて しまうからだと思いますが、どうですか。

I

K男 「 うすを回し続けましたdの ところを読むと、何か夢中になっている様な感 じがするの

で、やっぱり急いでいるということも入 ってい るんかな。

M子  でも、この場合の「 回し続けた」は、もっと違 う感じがする。

K子 私も同 じで、回し続けたのは、回し続けないと何だか泣 きそうになってしまうというの

か、今は負けないぞという気持ちになっているのに、くずれて しまうからだと思い ます。

Ktt I君 、どうですか。

①④[i[:[F[「 :書二::::[[1:子
ど`良分がうすを回さないと

,む
かえだん

全員 …

石うすの歌い方をみたらいいんやノ もし、早くむかえだんごを作ろうという気が強かっ

た ら、「だんごほしけりゃ、うす回せ」と歌ってるはずだけど「つらいことで もがまん
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I

M

K男

して―dと 歌い始めたんだから、やっぱ り「 負けないぞ」という気持 ちで回し続けたん

だと思 う。

千枝子もそんな悲 しいのかい うことがわからなかっ

そ ら、千枝子のおばさんやから悲 しい と思 う。

それと、今 までやさしく育ててきてくれたおばあさんが、精 も根 も尽き果ててことば少

な く考えこんで しまってい るのを見た ら、 自分も悲 しくて しようがないと思 う。

Ktt I君 どうですか。

I  わかりました。

K子  まとめて言って ください。

④
/「見ぬふ り」をしたのは、おばあさんの涙をみ るのがつらい し見 た ら泣 きそ うにな

って しまって、がんばろうとい う気がくずれてしまうから。でよろ しいか。

M

―
中略 一一一

「額にじっとり汗が出てきましたd

すのに熱中 して、悲 しみを忘れよう

のところを読んでいると、それ くらいひきうすを回

としているんだなと思い ました 。

①  ぼくは、Pすが重たいからだと思ってしlた んだけど、考えが変わりました。負けないぞ
一 ③

と思 う気持 ちで一生懸命回しているからだと思い ます。
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

⑬

/

K子  なぜそう思 ったんですか。

I  「 見ぬふ りを した」のところで、わかったんです。

K子 話 し合ってわかったことをつけたして ください。

働 期

「見ぬふり」「額にじっとりあせが・。・」にこめられた千枝子の気持ちを④、⑬のように

受けとめていたI男は、グループバズの中のつっこんだ話によって④/③ /の ように深く

読み とることができるようになった。また、他の班員も I君 とのとらえ方の違いによって

話し合いにゆさぶ りがかか り、千枝子の気持 ちを真に納得し合 うことができたと考える。

もし、この課題について、全体バズで行 った場合、全員の確実な理解は困難であったろう。

(r\X. m 1.;zcr C) たずね合 うバ ズ …… 所要時間 3分 内

全員 はい。

今日の勉強で、自分の課題は解決できましたか。わからない ところをたずねましょう。
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ね らい …… 各 自の疑間を解決 し合う。

O バズ Iで出し合ったN子の場合、 d, c, aは 解決できる様に

なったが、⑤が疑間点 として残 っていた。これにより、本時学習

による自分の理解の程度を自己評価することができる。

0 友だちのわからないところを教えてあげることにより、自分自

身の学習の成果を確かにつかみ、充実感を もつと共にお互いの信

頼関係を高める。

―以 上 ―

(山 下 美 佐 子 )
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14.思考を深める相互作用 (高学年)

1.本校の実態

本校は市街地であ り、 ドァナツ化現象で年 児々童数が減少 しているとい う典型的な都心型の

学校である。家庭の職業は 70%が商業を営んでおり、親の労働時間は長 く、忙しい。そのた

め、家庭での話 し合いが少な く、学習は塾に まかせ (学 習塾に行 っている児童は全学年にわた

り、他校の 2～ 3倍)極端 には、三度の食事も親子がいっしょにとれない家庭環境の児童 も多

い。なおかつ、校区外通学者が 8%お り、適当な遊 び場所も少な く、学年のわくをはず した遊

び方や、集団でチームヮークをとるようなスポーツをするとりった遊び方 も非常に少ない。こ

れらの要因から本校児童は、自己中心的な考え方の強い子が多 く、友だちと共に知恵を働かせ

物事を解決 しようという態度が育ちにくい。本校では、そのような児童の実態をとらえ、バズ

学習を適切な場でとり入れることにより、共通の課題に向かって、相互に、活発に作用 し合い

ながら共に力いっぱい伸 びようとする態度を養 うことをねらっている。

2.思考 を深め る相互作用 とは

ある課題に取 り組む際、個ひとりの思考で解決できた時には、個と個、個と集団の間には、

思考を深める相互作用はなかったといえる。次に、個人思考のあと、問題解決の途中に、グル

ープや全体での話し合いを入れ、他の個の考えを聞いた場合はどうだろう。それが情報交換を

しただけに終わったというのであれば、たとえていえば、たし算の世界のようなもので広がり

はあるが、深 まりはなかったといえよう。もう一歩進んで、他の個の考えを聞くことにより、

自分の考えがより高いレベルに変わったり、新 しい考えが生 まれた時、逆に、自分の考えを述

げることにより、他の個の考えがより高い レベルに変わった り新しい考えが生まれた時、思考

を深める相互作用があったといえるのである。それは、かけ算の世界のようなもので、他との

作用があるゆえに自他ともに伸びる。

あるグループ
丁

~~話
し 合 う 前 一

一
― ― 一 一 ― ― ―

¬

|

|

Aという個が aと い ぅ |
|

考 えを もってい る。
  |
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話し合った後

Aと い う個は aと ぃ ぅ考えで

ある。

Bと Cと Dが どんな考えを も

ってい るか知 った。

情報交換としての話し合い

A{a) B(b)

C(c) D(d)



話 し 合 後

Aと いう個は、 B, C, Dか ら cや dの考えを聞いて 、

a/と い う考えに変わった。

b/と い う考えをするようにな った。 c/と い う……d/と い

eと いうだれもいわなか った考えを思 いついた。

(※ 学級全体の話 し合いでも同様である。 )

3。 実  践

思考を深める話し合いが成立するには、ひとりひとりが意欲的に課題 に取り組み、十分な個

人思考をし、自分の考えや疑間をは っきり持つこと、自分の考えと比較 しながら友だちの考え

をしっかりと聞けることが必要である。そのために、(1)学習集団としてのグループ作 り、(2)間

題意識を高める課題作り、(3)全体の話し合いでの教師の役害Jり について実践の例を上げたい。

(1)学習集団としてのグループ作 り

それぞれのグループは、課題解決に必要な知識、理解、技能をもっている者で構成されて

いるのが理想であるが、学級の中には学力の低い児童もいるのが現状である。

① グループ編成……いろいろな個性を持 ちながらどのグループもバ ランスがとれるように。

意識付けをする……………・学習のためのグループ作 り
0異質群、男女混合群であることを前提

リーダーを選出する………・ 男子 4人女子 4人の リーダーを学級全体

で推せんする。

グループの成員を決める…。・各 リーダーは協力者を 1名 選ぶ。

・ 学力の低い子、おとなしい子などはその

子の立場に立 って考えられる リーダーの

ところヘ

・性格や学力が片寄らないように

・̈・「このように決めましたが、もっといい

考えがあったら教えて下さい。ないよう

であれば○○ (期 日)ま でこのグループ

で学習しましょう」
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② グループ運営……きびしさとやさしさをもって。

0 生活面 (そ うじ、給食、遊びなど)で は、やさしさと協力を前面に。

・ 学習面ではきびしさを前面に。 (安易に友だちを頼らないように、まず自分の力でや

ってみよう。)

③ グループバズ.……思考を深める話し合いになるように。

e 個人思考を十分にさせる。 (ノ ー トに自分の考えを書 く。)

・ 聞く力を育てる。 (自 分の言葉に言い直す、反間、比較 しながら聞 く。 )

・ わかってもらうため工夫 しながら話り。

(話す向き、声の大きさ、話すスピー ド、間のおき方、黒板の利用、 TPの利用)

(2)問題意識を高める課題作 り

○ 単元全体を見通 した課題であること。

O いろいろな解決法のあるもの。

O いろいろな考え、意見が出やすいもの。

O 結論 (解決)まで思考の段階があるもの。

(3)全体の話し合いでの教師の役害1

0 少数意見、珍らしい思いつきがグループの中で埋没することのないように、グループバ

ズの時には机間巡視でつぶやきをひろい上げる。 (子 どもの思いつきが価値あることをグ

ルニプの子に示す。)

0 いくつかの意見に分かれたところで、それぞれの意見について、児童の思考を明快な言

葉でたどってやる。 (そ れぞれの意見について教師は即時評価をしない。)

0 い くつかの考えに整理 したところで、もう 1度個人思考にかえす。

4.事  例   偶1紙 資料 )

5年 理科  単元  「メダカのふえ方」

課題⑦ ほりや池ではメダカは何を食 べているのだろ う。

6年 理科  単元  「 ほ の お」

課題④

課題⑤

ろうそ くのほのおの正体はなんだろ う。

ろうそ くの しんは何のためにあるのだろう。

5。 ま と め

この研究主題は話 し合いの中では高度なレベルである。実践できれば児童も教師も満足でき

非常にすばらしいが、それまでの条件整備がむずかしいことも確かである。考えるという働き

が十分に行われるためには、自ら進んで考えることが必要である。つまり個がしっかりとした

考えを持っていればグループ全体、学級全体が活発 になり、その結果個 も高まるわけであ る。
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5年  理  科 単 元  メ ダ カ の バゝ え方

学級の実態 と指導経過

本学級 (男 14名,女 17名 )は、 4月 に編成がえがあ り、 3分の 1ずつが以前の学級から

集まり新学期をスター トした。新鮮なふんい気はあったが、学習に参加 しなかったり、グルニ

プでの作業に協力的でない児童があったので、実態を明確にしようと構造 マトリックス表を作

成した。 (4月 20日 )そ の結果、 T,Kの 2人が、クラスの誰からも選択されず、しかも被

排斥者数が Tは 14人、 KIま 16人 (31人中)と いう孤立傾向が浮かび上がってきた。また、

学級集団全体の傾向をみると相互選択率が少なく、周辺児といわれる相互選択のない児童が 8

人 いた。

そ こで、 Tと Kゃ、 2人 と以前同 じクラスだった者と個

人面接をおこない、社会的原 子図を作成 しながら個別指導

をおこなったが、コミュニケーションの基本的なところを

幼児期からの経験 の中で十分に体得で きないことに起因す

る部分があると感 じた。感情や思考 していることは十分に

あ るのであるが、それを言語 として表出することができに

くいし、またそれを非言語 (表情やボディランゲージ)と して表出することに慣れていないの

であると思える。たとえば、グループワークであるバ レーボールにおいては、試合前の ミーテ

ィングも大切であるが、試合中のコンビネーションプ レイにおいては、いちいち口でしゃべり

合 ってゃっていたのではゲームにならない。日と目が合 った瞬間選手同士は無言の会話をかわ

すのである。この 2面 にわたる素地を育てる指導が思考を深める相互作用を効率良いものにす

るために必要であると考える。

2人に対する個別指導を進めながら、一方では相互選択率を高めようと 6月 末の校内研修授

業に向けて学級づくりをする中に、下記のことがらを含めた。つまり、コミュニケーションの

基礎を形式陶冶的に指導することともに、児童の空間を流れるふんい気づくりの指導 もしたの

である。

0 課題メモにもとずいて家庭学習ができたか、また、本国の準備物を用意できたか等をグ

ループバズノー トに記入する。

O 声のものさしについて確認。

0 よい聞き方、話し方 について指導。

0 グループの話 し合い。練習文 にもとづいた練習。

0 話 し合いのルールづくり。

社会的原子図
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○ グループ学習の長所、必要性 について話 し合い。

0 グループ代表者の発表、話型の指導。

〇 本 日の学習について や生活の 反省をグループバズノー トに記入するも

○ グループの共同作業によるゲームや偶然性のある各種の遊びをする。

これらの ことがらを学級指導の中に含 めて指導 し、校 内研修授業が終 わった時点で再度構造

マ トリックス表を作成 したり、作文や日記を読む中で、は っきりと学級 としての進歩をつかめ

たのであ る。 T,Kに 対する排斥者数 が減少 し、周辺児が見あたらなくなったのであ る。しか

し、 まだ まだ空欄 が目立 ち、相互排斥 があるし集団凝 集度が低 い。さらに、グループ活動 (全

員参加、全員発表、全員活動)の機会を増 し、共に学び遊んで連帯感を感 じさせたい。

6月 1日 の新 グループ編成にあたっては、 4月 の マ トリックス表を参考に相互選択を 1組 は

入れ、異質群、男女混合 群に した。

縦 ⑦ ほりや池では メダカは何を食 べているのだろ う。

課題は 3時間にわたる内容を見通 した表現にして、児童の自然な思考の流れにそった授業

展開を計画 し、最後には 自分な りの まとめがで きることをね らうとともに、ひとりひとりの

経験が ちがうので、いろいろな考え、意見を出しやすいように配慮 した。

授業の流れ〈めだかのエサについつ

予想 したことの一部を確か めよう。

ほん と うに小さな生物を食 べ るのか確かめ る計画をす る。

↓
グループ実験 で ひ と りひと りが くわしく観 察する。

↓

自分 の意 見を まとめ る。
↓

全員で 出 し合 ったあ と、 VTRを 見て確かめる。

他の 予想 について調 べる意欲を もたせ る。

授業の前半では、めだかを取りに行った経験を思い出し、ひとりひとりの課題確認が容易

になるように VTRを 使 った。また、自分の予想を明確にするためにノー トに文章化 させた。

その後、グループ内で出し合う中で、情報が広が り思考が深 まるよう机間巡視でつぶやきを

― 留 ―



ひろいあげながら話 し合いに参加 した。

話し合う前と話し合 った後の予想内容の変化は、次のようであったことが児童のノー トか

らわかる。

話し合う前

体が大きくなるための栄養 として食べるのだ。

グループで出し合ったら仲間わけをしよう。

話し合 った後

A B C D

みみずや虫の生 きて

いるもの

動物 やこん虫の死ん

だ りくさった もの

人FB5の 食べのこし

どろも食べ るけど、

うんこでで る。

みみずや虫の生 きて

いるもの

動物 とこん虫の死ん

でくさったもの

人FE5の たべかす

くさった葉も食べる

みみずやちいさな虫

の生きてい るもの

動物とこん虫の死ん

で くさった もの

人間 のたべかす

くさった草を食 べる

みみずや虫の生きて

いるもの

動物やこん虫の死ん

だりくさったもの

人間のたべのこし

どろも食べるけど、

うんこもでる。

このように話 し合 うことによ り、思考内容がふ くらみ、深化されてい ったので あるが、話 し

合いの中で、話 し合い練習文やグループ代表者の発表話型等 の事前指導が大変効果を表 したこ

とを特記 しておきたい。

A B C D

ど

く

み

し

ろ

さったもの

み ず

が  い

草 の 根

葉の くさったもの

くさったもの

みみず  エサ

小 さ な虫

くさったもの

下水から出て くる食

べ残 し

くさったもの

ど ろ

み み ず
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6年  理 科  単 元  ほ の お

単元の目標  1.炎は、部分によって色、明るさ、および温度にちがいがあることに気づかせ

る。

2.炎 は、気体が燃えるときにできることをとらえさせる。

3.本片を空気の入れ替わらないところで熱すると、燃える気体などが出て、後

に木炭が残ることをとらえさせる。

指 導 計 画  10時 間 (+ゆ とり2時間)

課    題  ① ろうそくのほのおを観察 しよう。

② ほのおの部分によって明るさがちがうのはなぜだろう。

③ ほのおの部分による明るさのちがいが温度 と関係あるか調べる。

④ ろうそくのほのおの正体は何だろう。ろうそくのほのおの中にあるものを取

り出してみよう。

⑤ ろうそくのしんは何のためにあるのだろう。ろうそくのしんの役わりを調べ

てみよう。

③ 内えんでろうの気体が十分にもえないのはどうしてだろう。

⑦ アルコールランプのほのおは何がもえているのだろう。

③ 木炭もほのおを出してもえるだろうか。

⑨ 本のほのおは何がもえているのだろう。

単元目標と課題のつなが り

目標 1←一一一 課題①②③⑥

〃〃2     〃〃④⑤O⑦③⑨

〃〃3     〃〃③③

課題は単元全体を見通 し、子どもの思考が順々につながるように、また、いろいろな考えが出

やすく意欲を持 って取 り組めるようになどを考えて、教師が作成 した。 1つの課題が解決されて

から、それに続 くように次の課題を提示 した。それは理科では、はじめに全部の課題を出して し

まうと、後の課題の中に前の課題の解決が出て しまうことがあるからである。
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ひとりひとりが問題解決に必要

な観察力を持 っていることをひと

りひとりに認識させるため。

〈子どもの反応 〉

○ 一言もしゃべらず、真剣な態度で観察 し、ろうそくを見つめる子ども達の眼は輝いていた。

6 日、耳、鼻、皮膚などの感覚器官を働かせるだけでな く、身近な髪の毛、えんぴつなどで

ほのおに働きかけていた。

O 少ない子 30こ、普通 40こ 、多い子 70こ ほど箇条書きをしていた。

O 課題解決にせまる鋭い観察力を見せた子もいた。 (例 、とけたロウが しんにひきよせられ

じんを上 っている。)

課題④ ろうそくのほのおの正体は何だろう。ろうそくのほのおの中にあるものを取り出して

みよう

子ども達は、これまで「ほのおは何が燃えているか甜 (ほのおの正体)と いうことについて

は、疑問すら持ったことがない。本からりんごが落ちても気にかけないのと同じように、ろう

そくがほのおを出して燃えるということは、日常生活ではあまりにも当然のことなのである。

それゆえ、はじめの予想の段階ではいろいろな思いつきが出て来た。

個 (予想をノー トに書 く)一一→全 (みんなの予想を集める)

課題① ろうそくのほのおを観察 しよう。

子ども達全員に、ろうそく1本を配 り、その状態

のままそして火をつけてから燃えつきるまでを観察

し、ノー トに箇条書きする。

…………… 個の力だけ
¬

ろうそくの中のある成分

ろうそくのロウ (固体)

ろうとしんと酸素

ろうそ くのしん

ろうそくのとけたもの (液体)

ロウが気体になったもの

火

オレンジ色の熱い気体

二酸化炭素

酸素

高い温度の集まった気体

ろうそくと空気
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課題解決への意欲付け~~ 
犠   旨|ド    ″稼足里月牛しヽ

イ＼υり′悪 欽 1可 げ

みんなすごい観察力を持っていますね。「ろうそくは白い」とか「ろうそくは冷たい」とかは

じめに書いた人は、頭がやわらか くて、どんどんのびる力がありますよ。大人になると当り前の

ことには気付かなくなって しまうものなのよ。……

この単元の課題は、教科書や手びきを全 く見ないで、みなさんの力だけで解決してみましょう。



グループ

例、 1班

しを想予の分
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このグループは、話 し合いをしても予想がまとまらず、 4人 ともバラバラであったが、そのま

ま実験 (具体的思考)に よってそれぞれの予想が正 しいかどうか確かめていくことになる。はじ

めの予想と話 し合い後の予想を比較すると思考を深める話 し合いになったといえる。

実 験 予想を確かめる実験方法をひとりひとりに考えさせ、グループごとに準備、実験を

する。実験時間をはじめに知 らせ、その間はグループで自由に使 う。教師は机間巡視

をし、危険防止に気をつける。

例  1班の考えた実験

(1)も し酸素か二酸化炭素だとしたら

4気 びん

ラス管

↓

う
と
は

ろ
る
る

た
れ
え

い
入
燃

つ
を
く

の
く
し

ｏ

火
そ
激
ず

石灰水を入れて
よく遮ゝると白く →
にごるはず。

考 察

(2)ロ ウの液体だとしたら

考察

ほのおを出して
燃えるはず。

結果 (_燃えなからた。
)
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は じ め の 予 想 話 じ ∧ 話 し合い後の予想

A男 高い温度の集ま
った気体

A男  ぼくのは 4班のH君 と同じみたいや。(オ
レンジ色の熱い気体をさす。

A男 酸 素

F子 ろうそくのロウ
K子 私はろうそくに火をつけて燃やすとしん

もロウも短か くなるからその 2つだと思う。
F子 ロ ウ の 液 体

T男 火
F子  6班のA君がろうそくの中のある成分っ

ていっていたけど、それかもしれないね。
T男 酸素か二酸化炭素

K子 : し ん と ロ ウ
T男 ぼくはA君 と同じで気体だと思うけど…

…………     (以 下略)
K子 しんとロウの液体

ほのおの正体は酸素でも

二酸化炭素でもない。

ろうの液体が燃えて
いるのではない。

曲



(3)ロ ウの液体と

つ

しんだとしたら

チの火

→ 考察

木綿のひもをつける

考察 ロウの液体としんが燃えているのである。(A男、T男、K子 )

ひもの先で燃えている。どうしてロウの液体で燃えないのかな?(F子 )

各グループ、実験結果と、そのことからわかったこと (考察)を発表する。

1班…… 酸素と二酸化炭素は絶対にちがいます。ロウの液体もちがうようです。

ロウの液体としんのような気が します。

2班…… ガラス管から出る白いけむりはロウの気体だとわかりました。

3班…… ロウの団体とは絶対にちがう。ロウの液体のような気がする。

4班…… ロウの気体ではない。

5班…… ロウの液体だ。

:

以下略

ほのおを出して
燃えた。

ヽ`

石灰水を入れ
よく遮ゝる。

ほんの少し ――一一→
にごった。

石灰水の上に
白い小さいつ
ぶがういてい
る。

「ロウだ」

ほのおの正体は

4班 予想 ロウの気体だろう

↓↓り
い

た
お

し

に
と
じ

ｏ

だ
同
だ

体
と
ず

気
く
は

の
そ
る

ウ
う
す
´

口
ろ
が

においが →

ちがった。
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解決の途中で、それぞれのグループがどのような考えのもとに、どのような実験をし、どのよ

うな結果になり、どのように考えたのかを整理することにより、思考の迷路に入りこみ時間がい

たらずに過ぎるのを防 ぐ。特に、矛盾 した結論を出したところ、同じような実験をしながら結果

が異なるところはていねいに子どもの考えをたどってやる。

ロウの気体だ。

ロウの

気体で
はない。



1班 予想 ロウの液体
ヽ

ゼン才´マッチの火

ロウの液体は
ほのおを出して
燃えるはず。

燃えなか った。

燃えているのではない。

燃えているのである。

す ぐにマッチの火を
近づけるとほのおを出
して燃えた。

ラタラ

それぞれの班の実験結果を聞きながら、各個は予想にもどり、もう 1度理論を立て直し、グ

ループ実験で確かめて課題解決をしていくのである。

ろうそくのほのおはロウの気体が燃えているのである。

ろうそくのしんは何のためにあるのだろう。ろうそくのしんの役わりを調べてみよう。

タを
す

ウ

と
口
落

課題⑤

予 想

(ひ とりひとリノー トに書 く)

課題④の予想と比較すると、思いつきではなく、ひとりひとりよく考え、ものにな

ってきた。前の課題から得た知識を生かしているためであろう。

(み んなの予想を集める)

10し
んが機 とヽどこが燃えるかわからない。 しんをつけて燃える方向を知 らす。
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ほのおはロウの液体が

まとめの実験と次の課題へのつなぎ

煙が出るまで(気体になるまで)

アルコールランプで熱する。
レ/  

量管[こ革農う
この実験からも、ろうそくのほのおはロウの気体が燃えているということがわかります。しん

がなくても燃えることもわかりました。では……

(次の課題へ)



○ ロウだけだとほのおが大きくて危険。ほのおを少 しでも小さくするため。

0 ロウだけではすぐ燃えつきるのでしんをつけ少 しでも長 く保つように。

O ろうそくは固体なのでそのままでは燃えない。だからロウがとけて気体になるま

で しんを燃やすのである。

O ロウをしみこませたひもを通 して、燃えやす くするため。(と けゃす くするため)

O ろうそくのまがるのを防 ぐため。

0 ロウだけだと別のもの (ア ルコールランプなど)であたためないといけない。

0 マッチの火でつけられるように。       ………などなど。

(話 し合う。 1つの予想にまとめなくてよい。)

(自 分の予想をしっかりと持つ。)

予想を集める際、ひとりひとりが自分なりの言葉で表現するのでたくさん集まるが、内容を整

理 して分類するといくつかの予想にまとめられる。そのあとグループで話 し合って自分の予想を

しっかりと持 った。

実 験  …… (略 )

自分なりに筋道を立てて実験 しているので、予想通 りになった子どもは、喜びと満足感を味わ

い、予想に反する結果になった子どもは、「不思議だなあ」というような表情をし、すぐに予想

にもどり論理を立て直 していた。

マッチ 1本の熱で、 しんのまわりのロゥの固体をとか し、その液休が しんを上 っ

て、さらに気体にまで熱せられ、ほのおを出して燃えるのである。ろうそくのしん

は、とけたロウを少しずつたえまなく吸い上げてロウが気体になるのを助けたり、ほ

のおの形や大きさを安定させる働きがある。

課題④  ろうそくのほのお

ル ⑦  アルコールランプのほのお

〃 ③  木を燃やした時のほのお

を通 して最後に

ほのおは気体が燃えるときにできるのである。 と、一般化 していくわけであるが、課題④で

十分に時間をとり、子ども達ひとりひとりにいろいろ考えさせていたので、課題が進むにつれ、

非常にすっきりとした思考ができるようになり、実験も無駄なく行えるようになった。課題⑦の

予想ではアルコールの気体(27人 )、 アルコールの液体(4人)と しばられ、課題⑨では本から出る

気体 (31人 )と 予想 したものが全員であった。 ‐一――以 上 一―一 (津野 敬子)
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※関係のある全国バズ講習研究集会及び提案者について

回 実 施 年 ・ 月 主 ハ 場

昭 50。 0 11 愛知県春日井市立東部中学校

岐阜県士岐市立泉中学校

兵庫県姫路市立城南小学校

広島県豊田郡豊町豊浜町 (幼・小 。中・ 高)

14 54. 兵庫県姫路市立白鷺中学校

56. 兵庫県加西市立北条小学校

57. 二重大学教育学部教育心理教室

回 提 案 者 城南小在職期間 現 任 校

まとめ
12. 13.

森 本 俊 和 昭 50～ 59 飾磨郡家島町立男鹿小学校教頭

永 井   守 昭 47～ 55 飾磨郡家島町立男鹿小学校校長

山 本   岡1 昭 41～ 54 姫路市教育委員会指導主事

常 陰 友 子 昭 51～ 54 姫路市立御国野小学校

ノjヽ 暮 国 夫 昭 52～ 55 姫路市立東小学校教頭

赤 垣 美智子 昭 52～ 55 〃 網千小学校

14 橋 本 ゆみ子 昭 49～ 55 〃 山田小学校

安 積   収 昭 50- 55 白浜小学校

14 平 井   均 昭 51～ 56 佐用郡南光町立三河小学校

山 下 美佐子 昭 50～ 59 明石市立沢池小学校

津 野 敬 子 昭 51～ 59 姫路市立網千小学校
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